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梗 概(1)
序 論 …P312a5
1推 論式(prayoga)…P312b6
1.A.1主 張命題には直接 知覚 との対 立
(pratyaksabadha)がな いことの証明 …P312b8
1・A・2主 張命題 には自分の言 った こととの対 立
(svavacanarirodha)がない ことの証 明 …P314a4
1・A・3主 張命題 には推理 との対立(anumanabadha)がない
ことの証 明 …P314b6
1・B.証 因(hetu)が成立 しない(asiddha)のではない …P315a7
1・B・1諸 事物 が,そ れ自身 か ら(自 分 自身を原因 と して)生
起す る ことは不合理で ある …P315a8
1.B.1.1事 物の原因は,有 ではない_P315bl
I.B.1.2事 物 の原 因は,無 で もない_P317a5
1・B.2諸 事物 が,他 か ら生起す るという主張 も不合理であ る …P317a8
1.B.2.1常 住な ものか ら生起す ることはない_P317bl
I・B・2・1・1効果 的作 用の能 力(arthakriyasakti)を原 因である と
妄想 して いる場合 …P317bl
I・B・2・1・2能力 のな いものを原因であ ると妄想 している場合 …P318b8
(1)今回,発表分の梗概を示す。他にSDNS及 びMalのsynopsesは,江島恵教
r中観思想の展開』(春秋社)p227以下に示されており,益を得た。
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(2)序論 諸事物(bhava)について巓倒 した(viparyasa)見解をいだいて い
る人 々に とって,あ らゆる雑染(samklesa)が,広大 とな るので,そ れ故 に,
彼 らに対 して,あ らゆ る全 ての雑 染を断 じる顛倒 のな い(aviparita)根拠(能
証hetu)を説 くために,こ の書物 を著わそ う。
そ こで まず,最 高の真実 として(paramarthatah)諸事物 の 自性(svabhava)
を論 じる場 合,真 実 として,そ れ ら(諸 事物)は 自性 を もつ ものである と語 る
者達 は,巓 倒 しているので ある ということを示すために,論 理(yukti)と聖教
(agama)とによって諸事物の生起を吟味 してみよ う。
〔反論〕(3)「芽な ど(P312b)の生起 は,種 子などの縁 を具 えて いる と牛飼い
に至 るまで よく知 られて いるのに,そ れを吟味する ことには,ど んな必要があ
るというのか。既 に確定 された事物の 自体を思慮深い人 々(preksavat)が吟味
す る ことはあ り得 ない。無限遡及(anavastha)に陥るか らだ。また 〔も し,そ
ういう こと(吟 味)を すれば,彼 らは〕思慮 がないということになって しま う
か らで ある。」
〔答論〕 それは不合理であ る。確実な認識手段(pramana)によって,ま だ
確定 されてて いな いか ら,ま た常識(prasiddha)さえ も,誤 って いることが
あ り得 るか ら。
そ うでな ければ(常 識がいつ も正 しければ)自 分 にわか りきったこと〔だけ〕
に従 って行動を起 こす人 々の うちのだれを も 〔常識〕は欺 くこと(visamvada-
na)にな らないだろ う。
(2)カマ ラシ ー ラに よ って 作 られ た 『あ らゆ る もの が 無 自性 で あ る こ との証 明 』 と い う
本 が,次 に置 か れ る。
『あ らゆ る もの が無 自性 で あ る と い う こ との証 明 』,一 切 智 者 に帰 命 い た しま す。
以 上 の文 が最 初 に あ るが,カ マ ラ シ ー ラ 自身の こ とば に よ る もの で は な い と思 われ
る。
(3)同主 旨 の反 論 はMalに お い て も,P151b1-zD140a7
/sabondaiimyugulaBogspabskyedparbyabadan/skyedparbyed
pa'idriospo'inobonidyinpargnagrdzi'ichunmayanchadlagragspas
dambcaspalagragspasgnodpayanyinno/
種 子 と芽 な どは,生 ぜ しめ られ る もの と生 ぜ しめ る もの とい う関係 を 自性 とす る こ
とは牛 飼 いの 妻 に い た るま で,よ く知 られ て い るか ら 〔一 切 法 無 自性 と い う〕主 張 命
題 は,常 識 と も対 立 す る(prasiddhabadha)。
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その場合,例 えば,滅(vinasa)も原 因を有す るもの と 〔誤 って〕知 られて
いる し(4),色・形(rupa)なども,外 界 の対象 として,世 聞で一般 に知 られて
いるけれ ども,吟 昧 したな らば,確 実 な認 識(pramana)と対 立 す る こ と
(badha)があ り得 る。そ のように,ここで も常識 というものが,虚妄な(alika)
自性を もつ ことがあ り得るか ら,吟 味す る ことは妥当なのであ る。
そ こで,論 証を欠いているな らば,経 典 だけで は,思 慮深い人 々を満足 さ
せない し,論 証 によって堅め られた経典 でさえ も 〔その経 典に書い て あ る 事
柄〕以外 の ことに関 して は,人 を導 くことができな いか ら,従 って,ま ず論理
によ って 吟味 しよう。
〔1〕 推論式(prayoga)は〔次の ように構成 され る〕
くらロリ
お よそ,最 高の真実 として,自 か ら生 じる こと,他 か ら生 じること,自 他
の二 か ら生 じること,無 因か ら生 じること,を 離れて いるもの は全て,真
くらの
実 として,自 性を もたない ものであ る。例えば,虚 空 に咲 く蓮な どの よう
に。(必然性)
　コの
自学派 と他学派 の入 々が語 るこれ らの もの も,以 上 の如 き 〔自,他,自 他
の二,無 因か ら生 じる ことを離 れて いるもの〕である。(所属性)
〔それ故 に,自 学派 と他学派の人 々が語 るこれ らの ものも,自 性 を もたな
いものであ る〕(結論)
内容的 には(arthatas)〔この推論式 は〕能遍の非認識(vyapakanupalabdhi)(6)
によるものである。生起 という ことが,事 物の 自性に遍充 するか らで ある。 こ
の推論式で は,
〔1.A.1〕主張命題(pratijna)には,直 接知覚 との対立(pratyaksabadha)
があるとは考 え られない。 最 高の真実 として,自 性を もたな い(P313a)もの
(4)経量部は,滅は自然の本性であり,滅には原因がないと考える。¥1川彰 「有刹那と
刹那滅」『金倉博士古稀記念印度学仏教学論集』
(5)MalP208a6-7D1903,4
gandagdondamparrandan/gzandan/gnigalasskyebadan/rgyu
m。d,。1。、,k,。b。d。忌㌔,alb。d。d。g。1,。nd・gP・・n…b・nidm・d
payinto/dpernanammkha'ipadmalasogspaltabu'o//randan
gzangyisyandagparyodparsmraspa'iduospothamcadkyandedan'dra
bakhonayinno/(1)Phas/,cf.MMK.1.1
nasvatonapiparatonadvabhyarinnapyahetutah/utpannajatuvidyantebhavah
kvacanakecana//
(5a)非 存 在 の た と え
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であ る,と 証明す るのであるか ら諸事物 は,自 性を もつ もの と して,最 高の真
実 として存在す る,と 知覚 される と世間一般 に知 られて いるわ けで はない。 と
いうの は,ま ず外界 〔の対象〕 は,勝 義 的な もの(paramarthika)である と主
張す ることは,全 体性(avayavin)を自性 とす る の か,あ るい は,積 集 した
(sancita)原子(paramanu)としての単一 な自体 のもので ある か で あ る(7)
が,そ の二つを 自性 とする とい うことは,明 らかに不合理であ る。見えている
(abhasa)手な どの部分(avayava)とは別 に,全 体性が顕われ ることを知覚す
る こと(anubhava)もない し,粗 大(sthula)であ って,か つ単一な形 のもの
(akara)として顕 われる諸原子 も,知 識の対象 となる ことはで きない(8)。それ
(原子)と 形(akara)とは等 しくな いか ら。
(6)能 遍 の 非 認 識 は,カ マ ラ シ ー ラ がTSPで も し ば し ば 用 い る 推 論 式 で あ る 。
Malに 見 ら れ る 用 例 を 示 す と,Plssb1-2D172bs-4gan彡igrangi'brasbuthams
〔1… …1〕
cadcigcarmnonpar'grubparmibyedpadenimthuthogspamedpa
dan/rtagpadan/gcigpu'idobonidmayinto/deernamogsamgyi
bulasogspaltabu'o//nammkha'lasogspapharolpomasonpar'dod
parnamskyansgralasogspa'i'brasbucigcardu'grubparmibyedpas〔2〕
khyabparbyedpamidmigsparbsadpala/〔1〕Pom.〔2〕Pkhyad
自 己 の す べ て の 結 果 を 一 度 に(sakrt)完 成 し な い も の は,妨 げ られ て い な い 能 力,
常 住 性 を 自性 と す る も の で は な い 。 例 え ば,石 女 の 息 子 な ど あ よ う に 。(必 然 性)対
論 者 の 承 認 す る 虚 空 等 も,音 声 な ど の 結 果 を 一 度 に 完 成 し な い も の で あ る 。(所 属 性)
〔対 論 者 の 承 認 す る 虚 空 等 は,妨 げ られ て い な い 能 力,常 住 性,単 一 性 を 自 性 と す る
も の で は な い 。〕(結 論)
以 上(こ の 推 論 式)は 能 遍 の 非 認 識(vyapakanupalabdhi)と言 わ れ る 。
⑦ 外 界 の 対 象 の あ り方 を 同 様 な 仕 方 で 区 分 し考 え て い る も の に 。
TS1966
bhasamanahkimatma'ya血bahyo'rthahpratibhasate/paramanusvabhavahki血
kimva'vayavilaksanah//
cf.TSPp6711122-24
tatrapratyaksasiddho'rthobahyobhavannanekovaparamanuto'bhinnobhavet
ekovatairarabdho'vayavisthulo'narabdhova‐itipaksah/
(8)こ の 種 の 外 界 否 定 論 は,Vimsatikavijnaptimatrasiddhihpp.625-72
natadekatnnacanekamvisayahparamanusah/nacatosamhatayasmat
paramanurnasidhyati//11//iti/kimuktatnbhaviti/yattadrupadikamaya-
tana血rupadivijnaptinampratyeka血visayahsyattadekamvasyadyathavaya-
viruparnkalpyatevaisesikaih/aneka血vaparamanusah/samhatavataeva
paramanavah/natavadekamvisayobhavatyavayavebhyo'nyasyavayavirupasya
kvacidapyagrahar}at/napyanekamparamanunampratyekamagrahanat/napi
tesa血hatevisayobhavanti/yasmatparamanurekamdravyamnasidhyati//
cf『大 乗 仏 典 』15世 親 論 集 唯 識 二 十 論 訳 注(16)
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認識 の対象(海eya)は内的な ものであ ると論 じ,無二の認識(advayavijnana,
-jnana)こそ が真実であ ると主張す る人 々の見解 にお いて も,そ れ(無 二なる
もの)は,知 覚 と しとは成 り立たない(9)。あ らゆる場合に,所 取(grahya)と
能取(grahaka)として顕 われる知識 〔だけ〕が感受 され るか らである。
さ もなければ,あ らゆ るものが真実の観察 とな って しまう。 したが って,解
脱を求める人 々が聖なる道 を起 こさん とす る努力は無意味 とな ろう。
ま さにそれ故 に,世 尊 は,
「眼,耳,鼻 も確実な認識手段(pramana)ではな い。舌,身,意 も確実な
認識手毅で はない。 もし,こ れ らの認識器宮が確実な認識手段で あるな ら
ば,聖 道 はだれに とって も不要で ある。 というのは,こ れ らの認識器官 は
確実な認識手段ではないか らで ある。本質的 に無感覚な もの(jada)は無
記であ る。それ故に,涅 槃の道 を求 める人 は聖な る道 にかな った行為 をな
せ」(10)
と説 かれ る。
〔経量部の反論〕 「も し,あ らゆ る事物が,無 自性(P313b)であ るな ら・
しか らばその場合,そ れ ら(あ らゆ る事物)が,空 間 と時間な どに 限 定 さ れ
(g)C{1VyalP182a6-8D167a6-7
kh・・d・iy・ ・d・gP・ ・ …n・m…Qv・ ・p・gnissum・d・ ・ll、-pakh°na「
'd・d1・/・n・np・1…g・p・ ・em・k・i-p・ ・n・t・h・9・ph・i「°1nid讐
…m…ch・dparsn・nb・y・nb・i・p・ 噌 ・・p・d・nlask・ithashaddu
byebragtomisesparnamskyiskyanrtogpa'iskyondanbralba'isemsla
[4/
yangsalrabtoyandagparmyonno/[1)Dhaskyi(2)Dom.(3)D
rtogs(4)Pom.
汝 は,勝 義 と して,識 は 無 二 な る形 象 を もつ もの で あ る と主 張 す るが ・ 青 な どの心
の 種 々 な形 象 が,外 界 と して 〔心 と は〕 別 な もの と して顕 わ れ て い る け れ ど も・ 〔そ
の 形 象 が〕 行 為 者 と業 と い う言 語 上の 特 性(visesa)を知 らない 愚 者 た ち に よ って も・
分 別 の 誤謬 を離 れ た心 を も った 人 に も,明 らか に知 覚 され る 。
⑩MalP2433'SD224a7-b2〔 、〕
/bcomldan'daskyiskyan/migdanrnabasnayantshadmamin//lce
d・n1・・d・n・em・k・ ・n・・h・dm・mi・//9・1・ ・db・np・'did・gts智yin
論P獣器 齢 藷認品撫糖蕪饗
pa'ilam'dodgan//desni'phagspa'ilamgyisbyababyos//zesbsad(5)P
om.(4)Dhems(1)Pyin(2)Pom.[3)Pyindo/
Yuktisastika-vrttiP.No.5265.6a5-7,D・No・38645a7-b2にも 引 用 さ れ て い る 。
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て,青 や快 いな どという自性を もつ もの と して顕われる ことは,ど う して矛盾
しないのか」(11)
〔答論〕 それは矛盾 しな い。迷乱 した(bhranta)認識 において顕現 した色
形(rupa)のように虚 妄な もの(alika)も顕現す る 〔間違 った もの も見 え る〕
か らであ る。例 えば,迷 乱 した認識 において顕現 した諸 の形象が,最 高の真 実
と して無 自性で あ りなが ら,し か も空 間 と時間な どに限定 されて顕現す るよう
に,他 の ものも,そ れ と同様であるか ら矛盾 しな いのであ る。
その ように(空 間 と時間 とに限定 されて)顕 現す る二月(dvicandra)などの
よ うな外界 の対象 もそれはあ りは しない し,他の空間 と時 間に存在す るものも,
空間,時 間的顕現 と関係する必然性 がないときには,あ るもの は,か くか くの
自性 として顕われ ることになる し,あ るものは,別 な ものの 自性 と して顕われ
る とい うことは不合理 である。過大適用 の過失(atiprasanga)とな るか らで あ
る。
そ うで あれば,最 高の真 実と して(12),あらゆ るものが,あ らゆ る認 識 の 対
象 となって しま うだろう。ある形(A)として顕現す る他 の もの(B)も,そこ(A)の中
にはない ことにな って しま う。 〔も しそ うでなければ(BがAの 中にあれば)〕
多 となって しま うか らで ある。
二月な どは,そ の知識 の自性 と して真理(satya)である とす るのは不合理で
ある。単一 な知識 と別でな い(同 一の)自 性で あるか ら,知 識 の自性 のように
〔対 象の方 も〕多様で はない 自性 となるか らか,あ るいは,そ れ(対 象)と 知
識 は別で はないか ら,そ の(対 象 の)自 性の ように 〔知識 も〕多様な もの とな
って しまうはずで あるか らであ る。
「対 象に拡 がって いる(avakirna)ようにあ ると把握されて顕われる諸 の形
象 は,多 様な もの(P314a)である(13),とい う定説 を立て るので あるか ら多 く
(11)これ は 経 量 部 の 唯 識 派 に 対 す る 反 論 と し て 見 られ る も の で あ る 。 ま た こ れ らの 理 由
に よ っ て.一 切 法 無 自性 が.直 接 知 覚 と 対 立 す る と反 論 し て い る もの はMalP150b4_6
D139b4-5
〔1… …1〕
/gzanyankhyedkyichosthamscadnobonidfinedpardambcaspa'dini
rigspadanlunlaBogspadan'galbar'gyurro//'diltargzugslasogspa
yuldareduskyignasskabskyibyebraggisgsalbakhorearsnareba'iphyir
noboniddanbcaspaniddunespasrezigdanpormasonsumdan'galba
'jugPargsalbaniddo/〔1〕Ppa'i
(12)D.Cdondampa,P.Ndondamで あ る が,dondamparと 読 む 。
㈲ 経 量 部 の 理 論 と考 え ら れ る 。
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の知識 が生 じる」
と考 える ことも,正 しいことで はない。諸の知識 は身体がな いか ら,対 象に
拡が っているよ うにある と把握す ることはないか らで ある。
したが って,最 高 の真実 として は,そ れ ら(諸 の形象)は,知 識 の本体 とし
て もあ り得ない(14)。けれども,こ れ ら(諸 の形象)は,空 間 と時間な どに限
定 されて顕現す る。 したが って,あ らゆる事物 は,勝 義的な 自性 を離れて はい
て も,顕 われ ることとは矛盾 しないか ら,主 張命題 には,直 接知覚 との対立は
な い(15)。
〔反論〕「直接知覚 と対立す ることはない として も 〔1.A・2〕自分の言 った こ
とと矛盾す ること(svavacanavirodha)が明 らかに 知 られ る・ とい うの は・
櫛 人 々に,決 定(niy・m・)牲ぜ しめん と欲す るか ら鯨 理学者(h・to・adin)
は,証 因(hetu)によって決 定が生 じる と認 めて いるか ら,決 定は,自 性を有す
リト ロ
る も の で あ る と認 め ら れ る こ と に な る 。 さ も な け れ ば(自 性 を 有 す る も の で あ
経 量 部 は 知識 の 自 己認 識(svasamvedana)を認 め つ つ,あ る表 象 が時 間 的,空 間的
限定 を も って あ らわ れ る こ とに よ り,そ れ に対 応 す る外 界 の対 象が 推 理 され,対 象 は
知識 に 自 己の 形 象 を投 げ 入 れ る原 因 で ある,と 主 張 す る。 しか し,こ の 理 論 か らは,
単 一 な 知識 が,外 界 の区 別 に従 って 多 様 な 形 象(akara)をもつ こ とに な って しま う
と,iSantarakitaによ って批 判 され る こ とにな るので あ る。 梶 山 雄 一 『存 在 と知 識一
仏 教哲 学 諸 派 の 論 争一 口 経 量 部 の根 本 的 立 場 』(哲学 研 究 第505号)
一 郷正 道 『中観 荘厳 論註 』 の 和 訳研 究(1)(京 都 産 業 大学 論 集 第2巻,人 文 科 学 系列
第1号S47.2)
α4c£MAK23P.No.5285,58a2-3
rnamparnamsdanmabralbas/rnamsesgcigtomi'gyurro/deltamin
na'dignisla/gcigces)1skadbrjodparbya//一郷 正道 ・ 前 掲 書PP・190-191
⑮ 注⑪ に示 した理 由 に よ って 反 論者 は,直 接 知 覚 との対 立 が あ る こ とを 指 摘 す るの で
あ るが,他 に もMalP219a$-blD199a7-bl
/sabondanmyugulasogspargyudan'brasbu'iduospoyan'jigrtenna
mnonsumkhonargrubpa'iphyir/damkcaspalamoonsumgyisgnodpa
yanyinla/種子 と芽 な ど原 因 と結 果 の 関 係 も世 間 で は,知 覚 と して 成 り立 って い る
か ら主 張 命題 に於 て 直 接 知覚 と対 立 す る の で あ って,
(16)MalP151b2-3D140b1
/gtantshigssbyorbar'dodpasgzandagnespabskyedpar'dodpanidkyis
deVlasnespaskyebarkhasblahspa'iphyirrangitshigdan'galbayanyin
no/
cfMalP219b1_2D199bl
gzandaglagtantshigslasbsgrubparbyabalanesparskyebarkhasblahs
,,・ai,rlhyir〕rangi・、higd。n'galb・y・nyinn・/〔・〕Ph・・/
cfMalP251a6-7D226a5'6fllC2,
/ganyangzandagnespabskyed茎)ardodnasgtantshigssbyorbar'dodpas
d。1。穿、。、p。、ky。b。,kh。,bl。n,p・・iphyi・… … 〔・〕D・k・・d〔2〕P・m.〔3〕P1・
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ると認め ないな ら)証 因を用い ること(推 論)は,無 意味な こととな ろう。 こ
うい う承認(abhyupagama)と〔汝 らが推論式 において,あ らゆ る事物 は〕 自
性 を もたな いものである と,主 張命題 を立て ることとは矛盾 して いるか ら,私
の母 は石 女であ る,と い うの と同 じように自分 の言 った ことと矛盾す ることは
非常 に明 らかであ る」
ロみ 　
〔答論 〕 それ も不 合理で ある。決定を生ぜ しめるために証 因を用いるので
あるが,そ れ(証 因)に よ って決定 が,最 高 の真実 と して,生 じると 〔中観派
が〕認 め ることにはな らない。かえって 〔決定が〕生 じることだけは,認 める
として も,〔 勝義 として か,世 俗 と してか とい う〕生 じ方 の区別(risesa)は,
認 めな いのである。
勝義的 な生起 は,否 定 され るか ら,こ こで最高の真実(P314b)として,無
自性を証 明 しよ うとす るので あるけれ ども,生 起一般 を否定す る故で はない。
したが って,証 因による決定 は,最 高の真実 として は,生 じな いのであ るけ
(19)
れ ども,顔 か ら映像(pratibimba)が生 じるように,世 俗 と して生 じることは
コロロユの
矛盾 しな いか ら,主 張命題に は,自 分 の言 った ことと矛盾す ることはない。
〔1.A.3〕世俗のその決定 も,勝 義 を理解 させ る証因 と して,確 実 な 手 段
(pramana)であ ると 〔我 々は〕認 めるか ら 〔主張命題〕 に誤 りはない。
この世 間で は,業 とその果報 の関係 や依存性(縁 起)な どを教え る経典 と矛
盾す る(agamavirodha)反論 も批判される。業 とそ の果報 の必然 関係な どは,
(20)
世俗 として認められるからである。
㈲MalP219b2D199b1申2
/deltamayinnagtantshigssbyorbadonmedpakhonar'gyurro/
㈱M互lP251a7-b2D226a6-b1
…deyanmi'galbanidde/nespabskyedparbyaba'iphyirgtantshigs
ロコ
sbyorbayandelasnespadondamparskyebarkhasblahsparnimi'gyur
ro//'onacizena/skyespatsamyingyi/skyeba'ikhyadparnimayin
no//'dirnidondampa'iSkyebabkagpasduospornamsdondamparno
bonidmedparbsgrubspar'dodkyi/skyebatsambkagpasnimayinno/
〔2〕
/de'iphyirgtantshigslasnespadondamparSkyebamedkyangzugslas
gzugsbrnanbzindukunrdzobpa'iskyebami'galbakhonayinpasdam
bcaspara血gitshigdan'galbamayinno/〔1〕Pom.〔2〕Pla
⑲c£'ratityasamutpadahrdaya-vyakhyanaD.No.3837.148b2
bzinlasmelongigzugsbrnan'byunbadan/
(20)cfMalP170a2-3D156a6Cif
'dilt
arlasdan'brasbunikunrdzobkhonaryodpanidla/〔1〕Pbrdzo
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世俗 の自性であ るに して も 〔それに対す る〕批判(paryanuyoga)は,一様で
はない。そ れ(業 とその果報)は,考 察に耐 え られな いか ら,世 俗で あるか ら
で ある。さ もな けれ ば,そ れ は,ま さしく勝義的な自性 とな り,世 二俗 で は な
い○
ま さにそれ故 に,雑 染,清 浄な どの証 因(linga)と勝義的な 自性 との必然関
係 は,ど こにおいて も,成 り立 たないか ら 〔主張命題は〕推理 と対立す るこ と
(anumanabadha)もあ り得 ない。 したが って,〔最高の真 実 として という制限
な しに〕一般的に雑染などを証 因(hetu)一般 と して証明するな らば,わ か り
きった ことを証明す ること(siddhasadhana)にな る。 それ 〔雑染な ど〕は,
世俗的な証 因であ るとすでに認め られてい るか らで ある。
名前(Haman)に関 して は,議 論(vivada)の余地 はな い。虚妄 も常識 と し
て成 り立 って いるか ら,ま た認識手段 とも対立す るか ら で あ る。 『聖入楞伽
経 』に
「菩薩 は,あ らゆ る事物 は自性 を(P315a)もたないもので ある,と いう主
(21)
張命題を立てるべきではない」
と説 くことも,ただひたす ら無自性だけを主張することを否定 しているので
あると考え られる。世俗的な自性を認めるから,〔勝義,世俗の区別な しに〕ひ
たす ら否定することは不合理である。
さもなければ,直接知覚と対立することになるということも明らか で あ っ
て,そ のように無自性を成立させる認識手段(pramana)も何 らあり得ない。
り か コ
主張命題のみに よって,主 張 しよう と思 って いること(istartha)は成立 しな
い。 〔主張命題 のみで成立す るな らば〕あ らゆ るものが,あ らゆ る仕方で成 りロゆの
立つ ことにな るか らである。
それ故 に,勝 義的な 自性 は否定 されねばな らないが,一 般的 に 〔否定 され る
の〕で はな い。
⑳Lankavatarasutraed.Na血jop.1677-8
ｧunyaasvabhavahsarvadharmaitimahamatebodhisattvenamahasattvenapratijna
nakaraniya/
MalP249b5D225al
bloBroschenpobyanchubsemsdpa'chosthamscadnobonidmedpa'izes
dambca'barmibya'o/
(22)MalP219b21)199b2
/dambcaspatramgyisni'dodpa'idon'grubpamayinto/thamscadkyis
thawscad'grubparthalbar'gyurba'iphyirro/
.:
カ マ ラ シー ラのSarvadharmanihsvabhavasiddhiの和訳 研 究(1)
そ ういうわけで,そ の同 じ経典 に,
「マハ ーマテ ィよ,菩 薩は,あ らゆ る事物 は自性 を もたない もので ある,と
い う主 張命題を立てるべ きで はない。マハ ーマテ ィよ,そ うで はな くて・菩
薩は,あ らゆ る事物 は見える こと(dr6y・)と見 えな い こと(・drsy・)、需特
徴とするものであるか ら,幻や夢の如きものであると説明すべきである」
と説かれている。象 でr経 』の意味は 「見えることを特徴とするものであ
る」 とい うのは,世俗 と してである。 「見 えな いことを特徴 とす るものである」
とい うのは,勝 義 として は(paramarthatas)とい うことで ある ことは明 らかで
…24)
ある。
それ故に,以 上のように,まず主張命題の意味は矛盾 しない。
〔S'〕(21莪々の 推論 式の〕証 因が成立 しない(・・iddh・)ので はな いカ・,とい
…25)
うことも懸念 して はな らな い。
讐ひ うのは,ま ず 〔1.B.1〕諸 事物 が,そ れ自身 か ら生 じる,と いうの は不
合理で あ る。存在 した り,存 在 しなか った りす る自性 が,そ れ自身 の(P315b)…26)
原 因であ る,と い うことはあ り得 ないか らであ る。
(23)Lankavatarasutraed.Nanjop.1677'10
sunyaasvabhavahsarvadharmaitimahamatebodhisattvenamahasattvenapratijna
nakaraniya/kixntumahamatebodhisattvenamahasattvenamayasvapnavatsar-
vabhavopadesahkaraniyodrsyadrsyalaksanatvad…
訳 文 はsktに 従 っ た 。
M巨IP249b5-6D255a1-2
ノ
blogrosthenpobyanchubsemsdpa'chosthamscadnobonidmedpa'izes
dambca'barmibya'o//'onacizena/blogrosthenposnanbadanmi
snapba'imtshannidkyiphirbyanchubsemsdpa'chosthamscadsgyuma
danrmilamltaburbstanparbya'ozesgsunsso/
㈱1VlalP249b6-7D225a2
/delamdo'idonni'disnapba'imtshannidnithashaddu'o//misnati
ba'irntshannidnidondampakhona'ozesbyabarmnonno/
(25)MalP208a7D190a4
/gtantshigs'dinimagrubpamayinto/
㈲MalP208a7-blD190a4-5
'diltarreziggranscanisBogspagatitdagrgyudid'brasbu'ibdagnid
伽_鋤g。 。、,。〔プツ彡,吻 。島 。吻ed、剃d…p・-sra・kh・n・
lasSkyebarnebarbrjodpadedagnithancigrigsmayinpakhonaste/
dnospoyodpadatimedpanibdagnidkyirgyuiiiddumi'thadpa'iphyir
te/〔1〕Dom.〔2〕Drjod
.・
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事物の原因が,そ れ自身であるならば,有であるか,あ るいは無であるかで
あろう転 まず 〔1・B.1・1〕有ではなし'・それ 騨)耐 して何膕 き謝 な
いか ら。賓 陀山(Vindhya)とヒマ ラヤのように。
事物の 自体が成 り立つまさ しくそ の時 には 〔事物 は〕事物 自体 と別 なもので
はな いか ら,事 物 も成 り立 って しまって いるか ら,事 物 自体 か らは原 因と して
の作用 は現われて こない。 〔原 因 としての作 用 が あ る と す れ ば〕無限遡及
(anavastha)に陥るか らであ る。
りみ 　
Aが あ るときに,Bが な いな らば,BはAの 自体で ある という ことも不合理
で ある.過 大 適用 の過失(・tip・a,ang。)とな るか らであ...28」o〔事物 と事舶 体
とが〕別で ない ときにも,因 果関係にあ るとは不合理で ある。そ の両者に とっ
て,原 因は別で あるか らであ る。
さ もな ければ,それには原 因がないか ら,これは結果で ある,こ れ は原因であ
る・というその言語 習慣(vyavahara)は,誤りな く設 け られた もの(prajnapti)
で はな くて,原 因 ・結果 とい う名前 を付 されただけの ものであ るにすぎない。
名前 に関 して は議論の余地 はない。
も し 〔現在の事物 に とって過去 とい う〕別 な状態(位avastha)が原 因で あ
る・と考え轍 しよう・もしそうであるなら1ま・しからば・それ自囎 原因と
はな らな い。諸の状態 と主体(avasthatr)は別で はないか らであ る。
状態が・それ とは別 であると認 めるな ら,同 じように主 体 も別 な もの となろ
う・それ故 に,耳 飾 りなどは 〔それ の〕原因 と しての状態 にある金 という実体
(dravya)とも違 うし,〔耳飾 りは〕腕輪な どとい う(P316a)結果 と して の状態
㈱cfMalP150a3D139a4
/gandagphantshunma'brelpadedagnigobar _byabadangobarbyod
pa'iduospomayinto/dpernari'bigsbyeddangapscandagltabuyin
Ia/〔1〕Phas/
互 い に 関 係 の な い 二 つ の も の は,対 論 者(pratipadya)と立 論 者(pratipadaka)の関
係 で は な い 。 例 え ば,賓 陀 山 と ヒ マ ラ ヤ の よ う に 。
㈱MalP208b3-4D190a7
ganziggrubnaganmagrubpadenide'inoboniddurigspamayinto
hacanthalbar'gyurba'iphyirro/
(29)cfTSPP157u-ia
avasthanamavasthaturananyatvadavasthavadavasthaturapinasotpadausyatam/
PHe269b3
中 村 元 『初 期 の ヴ ェー ダ ー ン タ 哲 学 』p.381
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にある ものとも別であるな らば,それ自身 こそが,原因 とど うして なろうか・ も
し主体 と等 しいな ら二つの状態 も一つ のものとな ろう。それ故に,誤 り(do§a)
が必ずつ いまわるのであ る。
さもな ければ,主 体 と諸の状態は,ま さ しく別な もの とな ろう。それ(幸福)
を成就 した人 と幸福 〈状態〉 とは,同 一の もので はな いか ら・
また 〔主体 と諸 の状態 を〕別な ものであ ると認 めるな らば,二 つ の状態 こそ
が,原 因 と結果 とい うことにな るが,そ れ 自身が 〔原 因で ある という こと〕に
はな らな い。
したが って,似 た ものが次々に生 じるか ら,も のにだまされた人は・その金
な どはま さ しくこれであ るとい ういい方 をす るが,そ れ 自体が変化するのを見
てか らそ う言 うわけで はな い。
筒゜b_っの ものは,別 のものに変イ匕しない.あ る一つ のもの 〔A〕と他 の一
つ のもの 〔B〕は,相 互 に排除 しあ って存在す る ことを特徴 とす る(paraspa・
。ap。,iha,a、、hi,il。k§。n。)からで あぎ讐1・ うのは,事 物 に とって,そ 縮 体
〔A〕が確 立(pariccheda)され るな ら,他 の もの〔B〕を排 除(vyavaccheda)し
て髄 されるし・後荊蠏 も揃 者〔A〕を排除して暾 され甎 御 とは反対
の ものを排除 しな ければ,そ れは確 立されな くな るであろ う。あ るもの〔x〕に
おいて,必 然的関係 にある(nantariyaka)〔A〕を確立す ること(pariccheda)
と 〔B〕を排 除す る こと(vyavaccheda)がある場合,そ れ ら 〔AとBの 〕二
は,その 〔。〕に紳 碧 相互に否定しあって存在すること黼 徴とするもの
(parasparapariharasthitilasana)であ って,相 互 に否定 しあって存在す ること
を特徴 とす るものが,一 つの基体(dharmin)において,同 時 に出会 うことは
不合理で ある。 例えば,相 異 な って いる,形 あるもの(murta)と形 き も のりのり
(amurta)のよ う な も の で あ る 。
(30)MalP168bsD155a5
deniddangzanniddagniphantshunspanstognaspa'imtshannidyinpas
denidbdagnidgzandu'gyurbani'galba'iphyirro/
cfMalP210alD191b2
/denidgZandu'gyurbarrunbayanmayinto/'galba'iphyirro/
cfMMKxv.8cd
prakrteranyathabhavonahijatupapadyate/
(3pMalP210a1_4D191bz'4
/'di1…d…pげid・riid・・nss・g噌 ・n・g彡 ・・riid「nampa「bcadnas
yonssugcodla/gzannidkyandenidrnamparbcadnasyonssugcodde/
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(32…
さもなければ,あ らゆるものが,ま さ しく単一な実体 と(P316b)なって し
薪 だろう・諮 がって洞 時に生 じたり・滅 したりすることにな るで あ ろ
う・それ故 に・同 じ一つの ものが,別 の ものに変化す るというこの言い方 をす
るのは,は なはだ多 くの愚か さが,群 が って生 じたにす ぎな …33)
さ らにまた・転変(parinama)するとい うことで あれば,以 前の(purva)自
性 〔A〕を捨てて・〔Bになるのか〕あるいは,捨 てないままで〔Bにな るのか〕で
灘 照 憾 鋸器::膿'認蠶
dedagni
phantshu。deZaphantshunspanstspanstognaspa'imtsh:。g器默 濃d齢,/g nd gcangcig
laZdanparmi'gyurto/dpernasemslaluscandanluscanmayinpa'ib
yeb
・agd・glt・b・'・/〔1〕P・m.〔2〕PDh・v・/亡3〕P。m .
cfMalP242bi-3D218b7-219a2
de1・b・1・9P・ 1・m・d…i-,・m・m,・ ・b・甓&。。,y。:issug。。dd。/gan
iigyonssugcodpaganrnamparbcadpamednamedpadegnisniphan
tshunspanstognas
Cpa'imtshannid2yinno//gandagphantshunspansto
gn・・p・'imt・h・nnidyi・p・d・d・gnirnampathawscadlakhyabparby,d
padagyinn°/gandagrnampathamscadlakhyabparbyedpadedagni
phuriρogzanselbar正)yedpadagyinte/dpernaIuscα 尹zdanluscanma
yi・p・1…9・p・'iby・b・agd・glt・b・'・/〔1〕Pb・a・ 〔2〕Dh。 、g。ri 〔3〕Pba
(31a).注(31)MalP210a2D191b3に よ りrnamparma.bcadnaと 読 む
。SDNSのO
riginaltextsPDNCはma
.を 欠 い て い る 。cf.MalP194a4D177bldernam
parn2abcadnadeyoiissugcodparmi'thadpa'iphyirro/
(31b).注(31)MalP210a2-3D191b3及 びP242b1_zD219a1/ganzigyonsugcod
paganrnamparbcadpamednan2edpadegnisniphantshunspansto
gnaspa'imtshannidyinno/,P194a4-5D177b1-2/gaiilaganzigyonsu
gcodpaganrnampargcadpaneednanaedpadedagnidelaphantshun
yonsSUspanstegnaspa'imtshannidkyis,galbarrnamparbzag〔1〕go/
〔1〕Dg彡agに よ り 読 ん だ ・SDNSのOriginaltextsPDNCは い ず れ もganrnam
parbcadpamedparganyonssugcodpamedpadegrisniphantshun
spanstegnaspa'imtshanriidyinla/〔1〕Nyozisuで あ り
,文 意 を 理 解 す る こと が
で き な い が,こ れ はmednamedpa(nantariyaka)を 誤 解 し た も の と思 わ れ
る 。cf.注(58a)
(32JMalP210a5D191b4-s
rh°s'galbadanldanpayangciglanidyinnanithawscad
rdzasgcigpa
riiddu'gyurto/de'iphyircigcardubcinspadan/tharbadan/'chiv'
phob
adari/skyebalasogspar'gyurro/
(33)cf注(30)
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あるが,同様 に,諸の属性(dharama)が変 わるのか,あ るいは基体(dharmin)
が変わるのかであろ う,と 吟味され る。
そ こで,(34・・'し〔以前の自性 を〕捨てて か ら,と いう鏃 で あるな ら,そ の と
は・事物 には部分(avayava)がないか ら・以前 の自性 は・それ 自犠舎体 として
滅 して しまうのであるが・ もしそうな ら・肯定的随伴性(anvaya…34))をもっ焔
性 という ものは存在 しな くな るだ ろう,一 体 どこにあろうか。(35・'し
〔以前 の自性 を〕捨てないままで,と い う主張で あるな らば,そ のとき
〔AがBに変化するなら・もと盤 タ る〕状態 ・(・鯔 鴇 饗 遜 蟹 なる状態
と〕が入 り混 じること(・a血k・・a)になるであろ孀 したがって・老人などの
状態に も少年な どの状態が認め られる ことになろう。
〔一つ の もの に老人 と少年 との〕二 つの属性 があることにな るが 〔それは〕不
合理で あ る。それ ら(二 つの属性)は,そ れ(基 本)と 別 々で は な い か ら,
〔その〕基体 の自性 と同 じように,一 つの自性 とな るのであ る し,基体 も,それ
(属性)と 別 々なもので はないか ら,属 性 の自性 と同 じように,生 れ た り,滅
㊤のMalP209bs-zD191a7
/'ontoborba'iphyogsyinnanide'itshechasasmedpa'inoboyinpa'iロコ
phyirsnongyibdagnidthamscadzignarjessu'groba'iranginobo'ga'
ya血medpa'iphyirdan/〔1〕Pom.
(34a)こ の 場 合 は,因 果 関 係 と し て のanvayaで あ る 。 つ ま りAな る 自性 を 原 因 と し
てBな る 自 性 を も っ た 結 果 が 生 じ て く る と い う 関 係 。
(35)MalP209b4-sD191as-s
/gzanyarigaltode'irgyurmytonpar'dodpa'iduosposnongyinobomaborロコ
bakhonarde'i'ogtomasonpargsalbaZaBogspa'ignasskabssugyurnani
de'iCdnospogzankhonalasgnasskabs'cholbarthalbar'gyurto/de'iphyir
ロコぴコ
rtogsparbyedpaciglabltosnasbumpalaBogspasnapbadaremisnarebar
yan'gyurla/〔1〕Ppa〔2〕Dde'itshe〔3〕Dgcig〔4〕Dltos
ま た,も しその 原 因 と認 め られ る事 物 が,以 前 の 自性(A)を 捨 て な いで,そ のす ぐあ
とで 〔Bとして〕 顕 わ れ る(abhivyakti)などの 状態 とな るな らば,そ の と き 〔も との
Aな る状 態 と後 のBな る状 態 と〕が入 り混 じ る こと にな る で あ ろ う。 した が って,あ る
認 識 者(pratipattr)に依 存 して 少 年 な ど 〔の状 態 〕 が見 えた り,見 え なか った り し
て,…
(35a)AがAな る状 態 を捨 て な いで,Bな る状 態 にな る と い うな ら,AとBと が 入 り混 っ
た 状 態 に な る とい う こ と。
(36)MalF209b6D191as-z
rganpolasogspa'ignasskabsnayanbyispalasogspa'ignasskabsgsalrab
todmigsgar'gyurro/
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した りす ることにな って しまうか らで ある。
さもな ければ,属 性 と基体 とが,別 な ものに こそなって しま うだろう。その
場 合,以 前 の属性 は,ま さ しく原因な しに滅 して しまう し,最 初 なかった属性
が生 じるか ら,一 体何が生 じるのであ るか。
〔属性 と基体 とが〕別で あるな らば,属 性 と基体 との関係(dharmadharmi-
bhava)としては,不::で あ器?過 大適用の過失(P3・7。)とな るか らで あ
る。
基体 も変化 しない。それ(基 体)は,汝 の考え方(naya)では,い つで も,
単一な 自性を もつ もので あるか らで ある。
同 じ一 つの ものが,別 のものに変化す ることは不合理で あ(署,ということも
先 に証 明 し終って いる。
くヨひ ロ
また・ もしその基体が,自 性 と して,堅 固な もの(drdha)であ るな ら,そ
の場合,そ れ(基 体)は,ど うして別 の ものに変化す るであろ うか。虚空 など
の ように,単 一な 自性の ものは,以 前 の自性を捨てないで ,別 の ものに変化す
るというの は不合理 である。
〔別 の ものに変化す るな ら〕堅 固でない自性 とな って しま うか らであ る。
しか らば 〔基体が〕堅 固で ない自性 のものな らば,そ の場合,動 揺す る(cala)
自性を もつ ものであるか ら,原 因な しに滅 して しま うが,そ れ(以 前か らあ っ
た同一 の基儀!は ・後 にはな くな って しま って いるか ら・別な ものには変化 し
ないので ある。
(εた
がって,こ の転変諸(P。,inamavadi。)は,闘な人 ではなC純?
そ うであれば・少 しも作用 をなさないか ら,自 性がある とい って も,そ れ自
(37)無 関 係 な 属 性 と 基 体 と い う こ と に な る 。
(38)cf注(30)
(39)MalP210b2-4D192az-s
/gzanyangaltoduospo'ibdagnidranbzingyisbrtanpa'inobonidgcig
yinnanidejiltarg彡anriddu'gyurbaHamssumyonbar'gyur//〔1〕'onate
mibrtanpa'inobonidgcigyinnanide'itshejigpa'inancanyinpa'iphyir
'dirjessu'grobam
edparrnampar'jigpar'gyurgyi/yangzanniddu
'
gyurbaHamssumyonbanimayinno/〔1〕Dom.
(40)MalP210b4'SD192a3-4
/deltabasnamasonpargsalbadanyonssu'gyurbadagrunbamayinpa'i
phyirde'isgonasranlasskyebarkunbrtagspaganyinpadeyanrigspa
mayinpaniddo/
一74一
カ マ ラ シー ラのSarvadharmanihsvabhavasiddhiの和 訳研 究(1)
身を原因 とす る(自 立的)存 在者 として あるわ けで はな い。
〔1.B.1.2〕〔事物 の原因 は〕無で もない。それ(無)も,あ らゆ る能力を欠
いて いるこ とを特徴 とす る故,少 しも作 用 しないか らで ある。無 を特徴 とす る
という ことは,そ れ だけの こと(作 用 しない とい うこと)で ある。 と い う の
は,あ らゆ る能 力を欠 いて いるか らであ る。
ある ものが,あ らゆる能力 とい う財産(dhana)を欠 いて いるもの,そ れ は・
どうして 〔他の ものに〕利益を与 える こと(upakara)がで きようか・ 利益 の
原因 は,能 力で あるか ら。
ゆ ロロ
したが って,サ ー ンキャな どが,諸 事物 は,自 ら生 じ る と 妄 想 して い る
コココるり
(parikalpita),その こ と も 不 合 理 で あ る 。
びか り
〔1.B.2〕〔諸事物 が〕他 か ら 〔生 じる〕 とい う主張 も不合理で ある。
というのは,他 か ら生 じるので あれば,〔1.B.2.1〕常住,あ るいは 〔1・B・2・2〕
無 常,あ るいは 〔1.B.2.3〕常住 に して無常,あ るいは 〔1・B・2・4〕常住で も
無常で もな い(P317b)もの,か ら生 じることになるが,い ずれかである と吟
じゐ の
味 しよう。
まず,常 住 なものは何 も存在 しな いか ら,〔1・B・2・1〕常住な ものか ら生 じ(43)
る ことはないQ
その常 住な ものを 〔原因 と して〕妄想 している とす れば,〔1.B.2.1.1〕あ
る効果 的作用の能力(arthakriyasakti)を原 因で あると妄想 して い る の で あ
る。例え ば,他 学派が,自 我 などを幸福 などの原因であ ると妄想 しているよう
(41)MalP208a$-blD190a4-s
granscanlasogspagatidagrgyunid'brasbu'ibdagniddurnampargnas
、517'プz。、b,j。CZd〕P。,b,。d。i・//do。、p・ ・n・msrankh・n・1assk,・b・ ・ri・
ゆ
barbrjodpadedagnithancigrigspamayinpakhonaste/〔1〕Dom.
〔2〕Drjod〔3〕Drigs
cf注(26),MalP210b7D192as-s
/deltarnarezigthashadduyanranlasskyebamisriddo/
(42)MalP210b7'$D192a6
ロコ
/gzanlaskyanmayinto/'diltardelasduosposkyebar'gyurnartagpa'am
mirtagpa'inobo彡igIas'gyurgranna/〔1〕Phas/
Malは,こ こ で は 他 か ら生 じ る 場 合 と して,常 住,あ る い は 無 常 な も の か ら生 じ る ケ
ー ス だ け を 挙 げ て い る 。
(43)MalP210b$D192as
rezigrtagpalasnithasnadduyanderigspamayinto/
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な ものか・あ るい は,〔1・B.2.1.2〕無能力な もの,例 えば,ヴ ァィバー シカ
(毘婆沙 師)た ちが,虚 空な どの三つの能力のない もの 〔無為法〕を実体 として
妄想 して いるような ものかで ある。
その場 合・〔1・B.2.
X44...1・1〕効果 的作用 の能力が・常住 な ものであ る と い う
の は不合理 であ る。常住 な ものが世俗 としてで も,継 時 的 お よ び 同 時 的 に
(kramayaugapadyam)効果的作用をなす というのは,不 合理 であるか ら。
〔一方〕原因の能力が,妨 げ られ る ことのな いものであ るな ら,あ る ときに,
結果 を生 じない という ことは成 り立たない し,〔他方〕結果が,完全 な(avikala)
原 因を もった ものであ るな らば,決 して生 じない ことはな い。 継 時 的 に,効
果 的作用(arthakriya)をな し,他 のものによって,利 益を与え ら れ る こ と
がないものは,依存することが何 もな謬 であって,い かにして蟹 補 助 因
(sahakarakarana)に依存 して,あ るときに,結 果 を生 じることにはな らない,
ということが正 しい こととなる。
また,作 用(vyagara)して いるときに,そ のあ らゆる補助 因の近 くにあ る
その同じ自瞭 ξ.補躯 と離れているときにも・つ縦 つて畴 と言うな ら・
その ときには,そ れ(補 助因)と 結 びついた自性 が,つ き従 うのだか ら,腕 つ
くで ・躱 鎖で ・ しっか りとつな がれて いるように・ 〔作用〕 した い時 と同 じ
よ うに・常 に,諸 の補助因の近 くにあ る自性(P318a)とな るであろ う。 それ
コリ の
故に,〔自性は〕補助因を離れていない性質のものとなる。
くれ コロ
結果も 〔補助因に〕依存するというのは不合理である。(宗)
(44)(45)(46)(47)MalP210b8-211a41)192a6-bz
ロひ 　
rezigrtagpaZasnithasnadduyanderigspamayinto/denirimdanrim
mayinpadaggisdonbyedparmi'thadpa'iphyirro//rgyunuspathogs
ロコ
pamedparyodpayan'brasbures'ga'miskyebarmi'gyurla/'brasbu
・gy・m・t・hanb
,.,・m・dp・y・nr・ ・'9・'mi'byunb・・mi'gy・・n・gangiphyir
rimgyisde'id°nbyababyedpar'gyurto/gzandaggiskhyadpardubyar
medpanideZabltosparmi'thadpa'iphyirro/%lhancigbyedpa'irgyu
ロけユのロゆけ
dan'brelba'iranbzinrjessu'brannani`dedan'brabalhancigbyedpa
rnamskyanrtagtorjessu'branbarthalbayinno//cisterjessumi'bran
"α π醐 吻9姻4燃 ρ・硬 鏘
.//de'iph・i・'di・nlh・n・igb・ ・d
・ゴi「kyenlabst°sp・mayin
fig.....£・//Ygyurtagp・1…91・ ・t・ 吻 ・ ろ,.Q2'b
rasbuya血rkyengzanZabltospamayinte/denimedpa'iphyirro/〔1〕
Psbye 〔2〕Dltos 〔3〕Dlasltos
(44a)gangisnaの 意 味 は 十 分 に 明 ら か で な い 。
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コゆわ
〔結果 が〕無な る故に。(因,所 属性)
〔無 な るもの は,補 助因に依存 しな い〕ロの
例 えば,兎 の角のよ うに。(喩)
くも りじ
それ(補 助因)と 結 びつ いた 自性が考え られ るか ら,知 恵 による考察 によっ
て,〔 結,果が〕存在 しない ときにも,知 恵 によって 〔結果 を〕確立す るのだ け
れど も,そ うだ と して も,そ れ 〔結果〕が完成(abhinirvrtti)され るときに,
それ 〔補 助因〕が,能 力が妨 げ られて いな い原因に対 して,利 益 を与 える と見
な くてはな らな いが,そ れ以外 の もの(能 力が妨げ られてい る原 因)に 対 して
ではない。
したが って,結 果が,常 住なもので あると考え られ,常 に利 益を与え る事物
の近 くにあ るな らば,妨 げ られていないそれ(事 物)自 体の 〔もっている〕能
力を捨てて,〔その結果 が〕他 の もの(原 因である事物以外 のもの)に 依存す るりゐの
ことがどうして必要であろうか。それ(原 因である事物)が,こ れ(結果)に
対 して妨げをな した り,他のもの(原 因である事物以外のもの)が,こ れ(結
果)に 対 して利益を与えたりすることは,何 らないのである。
さ らに また,(隷 が諸 の.:因 に依存する と し て も,し か も,自 在 天
(isvara)など,原 因で あるものの能力が妨げ られて いないな らば,ど う し て
〔他 のものに〕依存する ことが必要であ ろうか。それ(結 果)が 生 じようとは し
な くて も,ど うして強引 に生ぜ しめないのか(必 ず,生 ぜ しめるはずであ る)。
そ うであ るな ら,そ れ(自 在天)が,自 己の能 力を示す ことにな る の で あ る
のゆ の
が,別 な仕方でで はない。
(48)こ れ をDharmakirtiの推 論 式 の形 式 で 表 わ す と,
無 な る もの は補 助 因 に依存 しな い 。 例 えば,兎 の 角の よ うに。 〔必 然 性 〕
結 果 は 無 な る もの(存 在 しな い もの)で あ る。 〔所 属 性 〕
結果 は 補 助 因 に依 存 しな い。 〔結論 〕
(49)MalF211a4'6D192bz-4
/medbzinduyaytdedan'brelba'ibdagnidkyiduospo'thobpa'iphyirblos
kunbrtagspa'ibltospaYrnampar'jogmodkyi/'onkyandemnonpar'grub
parbyabalargyunuspathogspamedpagatiyinpadenidladesphan--C2)
'dogspanidkyisbltosparbya'i/gzanlanimayinno//de'iphyirrtag
…'d・d・a'ido・ ・p・ …g,toph3j・n'd・9・、島・riiddun・ba「mthuth°gspamed
pafiidborte/delas9彡anlacistebltos/〔1〕Dltos〔2〕Dltos〔3〕Dhas
pa〔4〕Dltos
(50)1VlalP211as'8D192b4-a
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したがって,存 在 していない結果 が 〔補 助因に〕依存す ることは不合理で あ
る。
(51…
現に存在 している 〔結果が,補 助因に依存すること〕も,不合理である。そ
れ(現 に存在 している結果)は,あ らゆる自性を得ているか ら,一切のものに
…51)
何かを期待することがないからである。
(52…
〔反論〕厂その二つ(原 因と結果)が 別でない(一つの)ものとなって しまうか
…52)(53…53)(54 …
ら,結 果 は原因のあ らゆ る属性に したが うわけで はな い。 したがって(:・)
必ず,そ の二つ(原 因 と結果)は,な ん らかの形で,別 々な ものでなければな
(54a)
らないだろう。だか ら,継時性をもたない原因からも,継時性をもった結果が
…54)
〔生 じて くることは〕少 しも矛盾 しないのである」
X55…
〔答論〕それは不合理である。 我々も,結果は原因のあらゆる属性にしたが
うものであるとは主張 しない。かえって,ま ずは,必ず結果と原因との間に存
〔1〕'b
rasbuIhancigbyedpa'irkyenrnamslabltossuchugnayan/'onkyande'i
〔2〕
rgyudbanphyugIasogspaganyinpademthuthogspamedpayinnagoci
〔3〕
stebtanmomssu'dugste/ga血gisnadeskyebarmi'dodb彡 量nduyannan
、h,i・d,a・,・。、k,。b。。m主b,。dプ4さ。1,。n。d。、bd。gnidk,im,h面。b。,b、,。n
par'gyurgyi/9彡andunimayinno/〔1〕DItos〔2〕Dji〔3〕Dom.〔4〕
Pom.
Cif(51)M
alP211b6D193a2_3/'brasbuyodpanibltosparrigspayanmayinto/
denibdagnidthamscadkyisgrubzinpasthamscadlarebamedpa'iphyir
ro/〔1〕Dltos
(52)(53)(54)MalP211a8-b2D192b5-6
(53… 〔1〕/
galto'dishamdu'brasburgyu'ichosthamscadkyirjessubyedpanidni…53)(52。・ 〔2〕 …52)(54…
mayinto/degnisthadadpamayinparthalbar'gyurba'iphyirro/%de'i
phyirgdonmizabardegnisrnampa'ga'zigthadadpar'gyctrdgosso//
(54a)d
esnargyurimcanmayinpalaskyan'brasburimdanldanpami'galba
...54j
khona'oshamdusemsna/〔1〕Pna〔2〕Driid
(54a)Mal注(54)に よ りrgyuを 加 え て 読 む 。
(55)MalP211b2_7D192b6-193a1
〔1・。…1〕 〔2〕
denirigspamayinto/brasburgyu'ichosthamscadkyirjessubyedpar
nimismra'o//'onkyanreziggdonmizabar'brasburgyulayodpa'irjes
su'grobadan/ldogpa'irjessubyedparni'gyurdgosto/rgyudan'bras
b。・id・。C3)sp。・i,gy。。i・di・、amd。 。ad,。・iph,irr。//・b,a,b。・、C4a〕y。ndnoS
portagpalayodpa'ildogpa'irjessubyedpanimedde/rtagpalaldogpa
medpa'iphyirro/〔1〕Pde'i〔2〕Pbyad〔3〕Pdnas〔4〕Pgan
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在 す る肯 定的 随伴性(anvaya)と否定的 随伴性(vyatireka)に従 う必要 がある
〔と主張す るので ある〕 〔というの は〕因果関係の根拠は,そ れだけに尽 きるか
らで ある。
どんな結果 も,常 住 と認 められ る原 因 との間に存在す る否定的 随伴性 に従 う
こ
、翻 ないのである・難 なものに1ま,否齣 随伴性はないか喫 あ魏
さもなければ(否 定的随伴性があれば)〔原因は〕無常なものだけとなり,常
住なものではな くなる。
ゆ　の
肯定的随伴性 に従 うとい うので もない。それ(諸 原因)が ,完 全に近在 して
いて も,場 合 によって は,結 果 が生 じない こともあるか ら。
あるも璽56!犖果)と 他のもの(原 因)と の間1・存在する肯定的随伴性 〔と否
定的随伴性〕蹤 わな蝓 のは・それ(原 因)の結果 とはな らない.過大齟
の過失 となるか らである。
くらハ コ
そうであれば・まず常住なものが,継時的に効果的作用をなすことはできな
い。
同時に(sakrt)効果的作用をなすので もない。〔以前の自性に従ってある結
果を生 じた常住なるものが〕後に作用をする同じような自性に従 うならば,結
果の生起 と離れることはあ粥 ないからである。 〔それは〕以前の自性の鏘
と同じである・〔従 って,そ れは二麟 果を生 じること1こなって しま勢
〔鋒蟷作用する自性に〕従わないならば,そ れ(原因)の常住な性質は崩れて
し ま う 。
(55a)常住 な原 因 に 厂原 因が なけ れば,結 果 もな い」 とい う否 定 的 随伴 性(vyatireka)
は あ り得 な いか らで あ る。
(56)(56a)(56b)注(55)のMalの文 続 きで あ る。P211b4-6D193a1-2
deltamay鴨 蜘i…gP・kh・n・ ・gY・・gyi/…gP・ ・im・yinn・//
rjessu'groba'irjessubyedpayanmayinto/dematshanbamedparne
yan「es'ga"b「asbumiskye
(56b・・・…56、を・'i・h・irr・//… 彡ig9・・1・y・d・ ・'i・」・・
subyedpa'grobadarildogpadaggisrjessumibyedpadenide'i'brasbur
rigspamayinto/hacanthalbar'gyurba'iphyirro/
(56a)も とSDNSはrjessu'groba'ibyedpaで あ っ た がMalに よ りbyedpa
を 省 い て 読 む 。
(56b)Malに よ っ て,ldogpaを 補 っ て 読 む 。
(57)(57a)MalP211bs-212alD193as-a
ゆトの/d
eltarrezigrtagpalarimgyisdonbyedpa'imthurigspamayinno//
cigcaryanmayinto/de'idonbyepa'iranbzindeltabuzigyanrjessu
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(靆時的
,同時的であることとは別な効果的作用を行うもう一つ別な形 という
ものはない。
その二つ(鶲 性洞 離)は,互 い轗 譲酌関購,藷 、(nan・・Y・y・k・)確
立す ること(pariccheda)と排除す ること(vyavaccheda)であ るので ・〔その
二つ は〕相互に否定 しあって存在す ることを特徴 とす る ものであ る か らで あ
る…580)
〔1.B.2.Y.2〕あ らゆ る能力を(P319a)欠いてい るものが事物で ある,と い
うの も不合理であ る。
過大適 用の過失 とな るか らで ある。
こユコ
'braぬsna'brasbu'iskyedbadaii'bralbarmirunba'iphyirro//cistemi
'brannanide'irtagpaHidHamspayinno//'ontoyan'di'inuspa'iran
旛 漁,伽 吻 ・幼 ・…'branm・dkyi/'・nky・n・ezigd・ ・'b・a・b・th・m・
・ad…rsk・ ・ま2}i・p・g・nyi・p・d・niyanb…57a)・k・ ・dpar…p・m・yi・p・kh・
naste/deriskyeszinpa'iphyirro/〔1〕Dji〔2〕Dbskyed
cf注⑥
cfIVIalpurvapaksaP147blD137a1-z
rtagpanirimdancigcardaggisdonbyedpar'galbaphyirro/
常住 な もの が,継 時 的 お よ び 同時 的 に 効果 的 作 用 を なす もの で あ る とい うの は矛 盾 し
て い るか らで あ る。
(57a)かえ って,ま ず そ れ(常 住 な原 因)が あ らゆ る結 果 を 以 前 に生 じて しま って い て
も 〔結 果 を 〕生 じ る こ とは で き な い。 そ れ(結 果)が 生 じて しま って い るか らで あ る。
cfIdealpurvapaksaP147a7D136b7
/skeszinparnamskyanyanbdagnidbskyedpadonmedde/grubzin
蟹 潔 ∠ものが,再び自分を生じることは鮠 味である.成立してしまつてい
るか らで あ る。
(57b)cfMalP212a4'SD193a4'S
/'disdusphyiskyansnonbzinduskyedparbyedpanidduyan,'gyurro/
/deltamayinnachos'galbadanldanpa'iphyir'di'igcigpaHidHamspar
'gyurro//deltabasnadecigcardonbyedpayanmayinno/
そ れ(常 住 な 原 因)が,後 に も 〔結 果 を 〕以 前 と同様 生 ぜ しめ る こと にな る。 さ もな
け れ ば(後 に生ぜ しめな い な ら)〔 常 住 な原 因 は 〕対 立 した 属 性 を具 え て い るか ら,
これ(常 住 な 原 因)の 単 一 性 は 崩 れて しま う。 そ れ故 に,そ れ(常 住 な原 因)が 同時
に効 果 的作 用 を な す ので もな い 。
(58)M護IP212・・-7D193b・一・(58・)iVlalP212a6D193b1,
/rimdancigcardaglasmagtogspaganCgisnadonbyababyedpar'gyur(58a…
b・・i-・ ・g彡・ny・ny・d・ ・m・yinto…5,{、/d・dagniphantshuny° 鵠su
9。。dp。 ・n・mp・・bcadp・m・d・ ・m・dp・riidkyi・ph・ ・t・h…panst°gnas
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もしもそうであるならば(あ らゆる能力のないものが,事物であるなら)石
女の息子なども事物であることになって しまう。それ故に,事物が存在 しない
という判断を立てる根拠は,決 して成 り立たないから,いかなるものも非存在
であるとは証明されないのである。
(59)
それ(非 存在)が,成 り立たないならば,事 物も成り立たないのである。
それ(事 物)に は,異類(非 存在)を 排除することが成 り立っていないから
である。
異類と対立 しない自性をもつものは,全 く,それ自体を決定することはどう
してもできない。
したがって,効 果的作用の能力を離れているものこそは,兎 の角などを自性
(60)
とするもの 〔非存在〕の特徴であって,そ れと反対のもの(効果的作用の能力
(61)
を もつ もの)が,事 物 の特徴である とい うことは正 しいのであ る。
それ故に,兎 の角 などと区別のない,択 滅(pratisam.khyanirodha)などを
思慮深い人 々(preksavat)が,事物で ある と判 断す ることは不合理 であ る。そ
れ(択 滅)に は原因がな いか らである。
とい うの は,も し,択 滅な どのもの 〔三無為〕 が,あ る人 の知識 の対象 にな
るな らば,そ の とき,そ の入 に,必 ず,そ の(知 識 の)原 因 として の事物 があ
〔3〕
pa'imtshanniddagganyanrunbazigdgagpagzansgrubpamednamed
payinpa'iphyirro//deltarnareziggzanrtagpalasskyebarrigspama
yinno/〔1〕Pom.〔2〕Phas/〔3〕Pbsgrub
(58a)先 のMalP212a6D193b1に よ り読 ん だ 。
CifC2...SDNS
のOriginaltextsPDNCは,い ず れ も,rnamparbcadpamednayons
…2〕
sugcodpamedpa〔1〕PDhave/〔2〕Nyo血suで あ り,文 意 を 理 解 し 得 な い 。
こ れ は 注(31b)の場 合 と 同 様mednamedpa(nantariyaka)を 誤 解 し た も の と 思 わ
れ る 。
(59)cfMMKXVSab
bhavasyacedaprasiddhirabhavonaivasidhyati/
(60)PV.Pratyaksa50cd
tadayogyataya'rupamtaddhyavastusulaksanam//戸崎 宏 正 『仏 教 認 識 論 の 研
究 上 巻 』p119
(61)ibid.3ab
arthakriyasamarthamyattadatraparamarthasat/戸崎,前 掲 書P.61
cf.TS1737ab
arthakriyasamarthatvamvastutvamabhidhiyate/
cf.SDNSP320b8D279b2
duospo'imtshannidnidonbyednuspa'iphyirro/
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ると認められなければな らない。 〔知識の〕原因でないものには,対象 として
の性質もないからである。
特定の原因が,自 己の形象を投入することによって,認 識に利益を与える場
(62)
合,対 象であ るといわれる。
さもな ければ(認 識 に利益を与 えないな らば)そ の常住 なるもの(択滅 など)
の常住性 が,崩 れて しま うで あろ う。いかな る場合に も,継 時的及 び 同 時 的
に,原 因で あることは不合理 であ るか らで ある。
もし 〔認識 に〕利益を与えな くとも,認 識(P319b)の対 象である と 〔汝が〕
(63)
考 えるな らば,そ の(択 滅な どの)自 性 は,あ らゆ る仕方で,引 き続 くか ら,
その認 識 も,そ の(択 滅な どの)自 性 と同 じよ うに,常 に引 き続 くために常住
く64…
な もの とな って しまうだろう。 〔も し〕引 き続 かな いな らば,そ の常住な性 質
ロお の
が崩れて しまうという誤ちは避け難い。
あるいはもし,一切智者の御心でさえも,何 らかの対象 としての事物には近
づかない(わからない)こ とがある,と考えるならば,そ の場合,諸 の 賢 者
が,そ れ 〔一切智者でさえわからないもの〕を事物であると判断することは不
合理である。その(賢者の)認 識には,判 断の原因がないか らである。
それ(択滅など)が,全 く存在しない兎の角などとどういう仕方で違ったも
のであると,証明されるのか,そ の区別を述べる必要がある。非存在と区別さ
れない自性をもつものは,事物 として理解することはできない。
その(非存在 と区別されないという)特殊性を自性であると,と らえること
がある,と言 うことも不合理である。非存在においてす らも,あ らゆる能力を
離れていることを特徴 とする自性を把握することがあるからである。
石女の息子などと区別のないようなものに対 しても,事物 という名前を設け
るなら,名前に関しては議論の余地はない。
けれども,思慮深 く,効果的作用(arthakriya)を求め,事 物の自性を考察
(62)MAVP56b'
yulrangirnampa'jognuspanirgyunidderigparbyabanidyinpadan/
cf.PVpratyaksa247
bhinnakalaxnkathaxngrahyamiticedgrahyataxnviduh/hetutvamevayuktijna
jnanakararpanaksamam//
こ れ が,経 量 部 説 で あ る こ と に つ い て は,戸 崎,前 掲 書p.41
(63)テ キ ス トに はrnamparsespa'iが 入 っ て い る が,省 い て 読 む 。
(64)cf.注(57)
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す る人 は,そ れ らのもの(択 滅 など)は 全 く認識 されない自性 のもの,す なわ
ち,あ らゆる能力を欠 いているために石女 の息子 などと区別のな いような もの
であ って,そ れ には判断の原 因がないか ら,事 物 と確定す ることは 正 し く な
い,と 言 う。
〔次 のよ うに〕言 われる。(P320a)
効 果的作用 の能力(arthakriyasakti)がない ものを求 め,考 察 して何 の役
に立 とうか。
宦官(napu血saka)は,見好 いか,醜 いか,と 愛人 たちが考 えて,何 にな
ろ うか。
こうい うわ けで,い かなる事物 も,常 住な もの と しては存在 しないか ら,常
住 なものか らの生起は不合理であ る。(続 く)
Abbreviat且ons
all:consensusofPDNC
C:TheConeedition,USA,IASWR
D:ThesDedgeedition,preservedattheFacultyofLetters,University
ofTokyo,editedbyHayashima,TakasakiYamaguchiandEjima
LASLankavatara-Sutra,ed,byBunyiuNanjioノ
MAK:MadhyamakalalhkarakarikaofSantaraksita　ノ
MAVIVIadhyamakalam.karavrttiofSantaraksita
MalIVIadhyamakalokanamaofKamalasila(P.No.5287.Vol.101.sa
143b2-275a4D.No.3887.sa133b4-244a')
MMK:MulamadhyamakakarikaofNagarjuna
N:ThesNarthanedition,preservedattheKyotoUniversity,Toyo-
bunko
om.:Theeditionomitstheletterortheword.
P:ThePekingedition『影 印 北 京 版 西 蔵 大 蔵 経 』editedbyDaisetzSuzuki
PVPramanavarttikaofDharmakirti
SDNS:SarvadharmanihsvabhavasiddhiofKamalasila(P.No.5289.Vol.
101.sa312a4-338a5D.No.3889.sa273a4-291a7N.No.3280.sa301a6-
323a4C.TanjurVol.28(sa)ff269a5-288a7)
TS,TSP:TattvasangrahaofAcaryaShantaraksitawiththeCommentary
`P
anjika'ofShriKamalashila,ed,byS.D.Shastri,Bauddha
BharatiSeries-1,Varanasi,1968
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P312a5 The text of Kamalasila's  Sarvadharmanibsvahavasiddhi 
D273a4 (1)(2)            dnospo rnams la phyin ci log gi blo can rnams kyi kun 
 N301a6 (3.--.3) 
C269a5nas  non  mons pa ma lus par rgyas par'gyur hasde'i phyir de                             (4... ...4) 
        dag la kun nas  non  mons pa ma lus pamtha' dag gcod pa'i 
 **N301b rgyu phyin ci ma** log pa bstan pa'i phyir  'di(5) brtsam mo / 
         / de la re  big  gan dag don dam par  dnos po rnams kyi ran 
 b2im brjod pa na /  yan dag par de dag ran  bin dan bcas 
        par  rjod(6) par byed de / de dag  gis  c7> phyin ci log yin pakho
        nar bstan pa'i phyir / rigs pa dan  lun dag gis  duos  po rnams
        kyi skye  ba dpyad par bya'o / 
P312b / gal  te 'di  sham du myu gu la sogs (b) pa'i skye ha sa  bon 
°C 269b la sogs pa'i rkyen ° can gnag rdzi yan chad la grags pa kho na 
        yin  na(8) de la dpyad par bya ci dgos /  dnos po'i bdag  hid 
        gtan la phab pa la ni rtog pa  dan  ldan pa rnams dpyad parrun
*D273b  ba ma yin  te  /* thug pa med par thal bar 'gyur ba'i phyir dan/ 
            (9)(1•••...10) 
        rtog pa dan mi  ldan pa  hid du  thal bar'gyur ba'i phyir ro 
 sham du sems na / de ni rigs pa ma yin  te / tshad mas 
        gtan la ma phab pa'i phyir  daft / grags pa  yan log par srid
         pa'i phyir ro / / de  lta ma yin na ran la grags pa'i nor byas
          (11- -11) (12..• •12) 
 te 'jug pa rnams su  yan  gan la  yan slu bar mi 'gyur ro / 
          / de la dper na 'jig pa  yan rgyu dan  ldan pa  hid du grags (13••.  (13  a  )13) 
        la / gzugs la sogs pa  yan phyi rol  gyi don  hid du grags su 
        zim kyan / dpyad pa byas na tshad mas gnod pa srid pa de 
          (1) P N have / chos kun ran  bfl.m med par grub pa ka ma  la  si las
             mdzad pa  bugs so / 
          (2) PDNC have chos thamscad ran  bin med par grub pa / thams cad 
             mkhyen pa  la phyag 'tshal  o / 
         (3) C gyur pas (4) PN om. C luspa (5) PN om. (6) CN brjod 
         (7) All gi, read gis (8) DChave / (9) P ltan  (10 N phyiro 
          (11) N rnamsu  (12) N 'gyuro  43) N gragsu (13a) P om. 
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 bgin du 'di la  yan grags pa brdzun pa'i  no bo  yan srid pas 
       dpyad par bya bar run  ba  hid do / 
         / de la  lun rigs pa dan bral  ba ni rtog pa  daft ldan pa 
        rnams  rails par mi 'gyur la / rigs pas  brtan por byas pa'i lun
 yan don  ggan du  dran bar mi nus pas de'i phyir re gig rigs 
        pas dpyad par  bya'o / 
         (I) /  sbyor ba ni 
 gan  dan  gan dag  yan dag par ran dan  ggan  dan  (1)  gni ga las 
           skye  ba dan / rgyu med pa las skye  ba  dan bral  ba de
           dag ni  yan dag par na ran  bgin med pa yin  te /  /(2) dper 
           na nam  mkha'i  padma(3) la sogs pa  bgin no / / ran dan
**N302a  ggan gyi skye bos smras pa **'di dag kyan de  dan 'dra  has 
        don gyis na khyab par byed pa mi dmigs pa yin  te /skye  has 
                                                                                                .-.4)
 dnos  po ran  bgin la khyab par byed pa91 phyir ro / 
 (I. A.  1) / 'di la dam bcas pa la mnon sum gyis gnod pa 
P313a  yan  mi bsam ste / don dam par ran  bgin med pa (a) hid du 
               -- 
         sgrub par byed pa'i(5.phyir ro.5)                               / / dnospo rnamsran  bgin dan 
        bcas pa hid du don dam par yod par  mnon sum du graga pa ni
 ma(6) yin  te / 'di  ltar re gig  phyi rol gyi  don(7) don dam pa 
        pa yin par 'dod pa yan lag can gyi ho bo'm / rdul phra rab
        bsags bdag  hid gcig yin gran  na(8) / /(9) de  gni ga'i  no bo
 yan  mnon sum du rigs  pa  (1°) ma yin  te / lag pa la sogs pa yan 
°C270a lag snail  ba ma gtogs °pa yan lag can  snail  ba hams su  myon 
 ba  yan med la / rdul phra rab rnams kyan rags pa dan rnam 
        pa gcig  tu  snail  ba can gyi  §es pa'i yul  du(") run  ba ma yin                                                             (12.- -.12) 
 te / de  dan rnam pa mi 'dra ba'i phyir ro / 
*D274a /*  §es bya nan gi yin par smra  ba  gan dag gnus med  pa'i 
                                                                (13.--.13) 
        rnam par  §es pa hid de kho na yin no ges zer  ba de dag gi 
        (1) P N / (2) N om. (3) N pa dma (4) N phyiro 
        (5) N phyiro (6) PN om. (7) All om. dan  (8) DC ni 
         (9) N om.  (LC) D ma (11) P  tu (12) N phyiro (13)N yino 
 —  85  —
 fritdc.)K.Riff5tlia% 9 at 
 lta  ba la  yan de  ninon sum du ma grub ste /  ,dus  thams cad 
        du gzun  ba dan 'dzin par snap. ba'i §es pa tams su  myon ba'i               (2.- -.2) 
       phyir ro / 
         / de  lta ma yin na  thams cad de kho na  mthon  ba kho nar 
        'gyur  te / des na thar 
pa don du  grier  ba rnams kyis 'phags 
                                                                  c3.- -.3)   pa'i lam bskyed pa'i 'bad pa don med par gyur ro / (4) de 
 riid kyi phyir bcom  ldan 'das kyis / 
 /  (5) mig dan  ma  ba sna  yan tshad ma  min / 
         /  ice dan lus dan sems kyan tshad ma  min /
         / gal  te  dban po 'di dag tshad yin na / 
          / 'phags pa'i lam gyis su la ci  zig bya/(6)
         / 'di  ltar  dban po 'di dag tshad  min  te /(7) 
 no bo  riid  kyis(8)  bem(9)  po  lun ma  bstan(") / 
 /(") di phyir mya nan 'das pa'i lam 'dod  gal]. / 
 **N  302b  /(12) des ni 'phags** pa'i lam gyi bya  ba byos 
 /(14)  ies  gsuns so / 
P313b / gal  te  duos  po thams cad ran  bin med pa  (  b  )  riid yin 
        na / 'o na ni de'i tshe de dag yul dan dus la sogs pa  lies par
 snon  po  dan / phya le  ba la sogs pa'i no bor  snail  ba ji  ltar 
        mi 'gal  ze na  /(") 
          ma yin  te / 'khrul pa'i rnam par §es pa  la snail ba'i gzugs 
                                                                     .--.16)
 bin du brdzun pa  yan snailba'i(phyiryro / / ji ltar 'khrul 
 pa'i(17) rnam par  §es pa la  snail ba'i rnam pa rnams don dam 
        par ran  bin med pa yin  yan / yul  dan dus la sogs pa  nes
        par  snail  ba ltar  g2an dag kyan de dan 'dra  has mi 'gal ba
 hid do/ 
         /  gan de  ltar  snail bar 'gyur  ba zla  ba  griis la sogs pa phyi 
       rol gyi don de lta bu de  yan med la /  yul dan dus  g2an na 
        (1) N  riamsu (2) N phyiro (3) N 'gyuro (4) N has / 
        (5) PDN  om. (6) N obscure (7) N obscure (8) C kyi
         (9) DC  bems  (10) P om. (11) P  om. (12) P. om.  (13)Porn. 
        (14) PN  om.  (15) PN om. (16) N phyiro  (17) PC ba'i 
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 1  7  ;/—  o  Sarvadharmanihsvabhavasid hi a-Air-a:Kai) 
        yod pa'i don  yan  yul dan dus la sogs pa  snail  ba dan 'brel 
                                                            .--. 
       pa'i  no  bo hid med na /  gan gis na 'di de'i ho borsnailno 
 ges bya bar 'gyur /  g2an ni  g2an gyi ho bor snap.  ba rigs pa 
                                                  (2-- -.2) 
        ma yin  te / ha can  thal bar 'gyur ba'i phyir ro / 
°C270b  /0 de  lta na don dam par(3) thams cad kyan. rnam par ges 
                                             (;1.--.4) 
        pa thams cad kyi  yul dugyur ro / /  gat gis na  snah bar 
 (5...  -.5)         'gyur ba'i  no  bo  gan  yan de la med de / du mar  thal bar 
        'gyur ba'i phyir ro / 
*D274b /  zla  ba ghis  la sogs pa de  ges pa'i  no bor bden pa hid du* 
        rigs pa ma yin  te /  ges pa gcig dan tha mi dad pa'i  ho bo
        hid yin pas(6) ges pa'i rah gi ho  bo  bin sna tshogs ma yin
 no bo hid du  thal bar 'gyur ba'i phyir ram / de dan §es pa 
        tha mi dad pa'i phyir de'i ran gi ho bo  bin sna tshogs hid 
 (7.-  -.7) 
        du  thal bar 'gyur ba'i phyir ro / 
 (8.-  -.8) 
          / yul  la bkram pa  ltar 'dug par  yobs su 'dzin par  snail ba'i 
P314a rnam pa  rnams(9) sna tshogs hid  (  a  ) yin par  g2un gzugs pa'i 
        phyir  ses pa du ma skye bar rtogs pa  yan  legs pa ma yin te 
        /  ges pa rnams ni  lus med pa hid kyi phyir yul la bkram pa
 (10.-  -.10) 
 ltar 'dug par  yaps su 'dzin pa med pa'i phyir ro / 
**N303a /** de  lta  has na don dam par na de dag  ses pa'i  ho bo hid 
        du  yan mi srid do / / 'on  kyan 'di dag  yul dan dus  la sogs
         pa  nes par  yan  snail  ste(ii) 
          de  lta bas na  dims  po thams cad don dam pa'i ran  bin dan 
 bral  ba yin  yan  snail  ba mi 'gal ba hid pas dam bcas pa la 
                                                (12.• -.12) 
 mason sum gyi gnod pa med do / 
          / gal  te 'di sham du  mason sumgyis gnod pa med du zin 
 kyan rah  CI. A.  2D gi tshig  dan 'gal  ba hid ni gsal  bar(") rab 
 to dmigs pa kho na ste / 'di  ltar  g2an dag  la  nes pa  bskyed(") 
         (1) N  snano (2) N phyiro (3) DC. pa PN om, readpar 
         (4) N 'gyuro (5) N mede (6) DC par (7) N phyiro 
         (8) N  yonsu (9) D om.  (10) N yonsu P  te (12) N medo 
 (13) PDC om.  (14 DC skyed 
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 agVc*)K*InliFZEWX 9 at 
        par 'dod de / gtantshigs smra bas gtan tshigs kyis  nes pa skye 
        bar khas  blahs pa'i phyir  nes pa ni ran  bin  dah bcas par('
        khas blahs(2) par 'gyur ro / / de  [lta  'ma yin na gtan tshigs 
        sbyor  ba don med pa kho nar(4.'gyur ro / / khas  blahs-pa(5) 
        'dis na  ran  bin med pa  riid du dam bcas pa la gnod pas hal 
                             (6.- -.6) 
        ma ni mo  gam yin  no 2es bya  ba  bin du  ran gi tshig  dah 
        'gal  bal gsal rab(7do  sham du sems na / 
          de  yan rigs pa ma yin  te /  nes pa bskhedpa'i phyir gtan 
        tshigs sbyor mod kyi  /(8) des  nes pa don dam par skye bar
        khas blahs par ni migyur rot / / 'on  kyah skye  ba tsam khas 
°C271a  blahs° par 'gyur gyi / skye ba'i khyad par ni ma yn no / 
          /  doh dam  pa(") pa'i skye  ba bkag pas ni 'dir don dampa 
P314b (b) par  ran  132in med par sgrub par 'dod mod kyi / skye  ba 
                                               (11.- -.11) 
        tsam bkag pas ni ma yin no / 
         / de'i phyir gtan tshigs khyis nes pa don dam par skye  ba 
*D275a med kyis  kyah  gdoh las gzugs  brrian  bin *du kun rdzob pa'i 
        skye  ba mi 'gal  ba  hid pas dam bcas pa la  yan ran gi tshig 
                                 (12.- -.12) 
 dah 'gal  ba med do / 
 CI. B.  3j / hespa kun rdzob pa de  yah don dam  pa rtogs 
         (13-.-.13)  (14-.  -.14) 
        pa'i gtan tshigs su tshad ma  hid du 'dod pas  lies pa med do / 
**N303b /  'dir(")  ni  las  clan 'bras  burls) 'brel  ba  dan(17) rten**  cin  'brel 
        bar  'byuh ba la sogs pa ston par  byed(18) pa'i  luti  dal). 'gal ba'i
                                                                                              (19.- 
        lan  yan btab pa yin  te / las  dah 'bras bur 'brel pa la sogs pa 
 -.19)  (20.• -.20) 
        kun rdzob pa khas  blasts pa'i phyir ro / 
         / kun rdzob pa'i no  bo  hid yin  yah brgal  tin brtag pa 
 mtshuhs pa ma yin  te / de brtag  mi bzod pa  hid kyi phyir 
        (1) DC pa (2) DC  blab (3) N 'gyuro (4) N 'gyuro 
        (5) PN par (6) N yino (7) N  riido (8) N C have / after / 
        (9) N 'gyuro  00 PDC om. (11) N yino  42) N medo 
        (13) N tshigsu  (14) N medo  (15) DNC 'dis  (16)PN bu 
        (17) PN add  dan after dan P byad  (19) C obscure
       (20) N phyiro 
                           — 88 —
             t  OD Sarvadharmanitisvabhavasiddhi ofagE5-t(1) 
 (1.-  -.1) 
       kun rdzob pa yin pa'i  phyir ro / / de  lta ma yin na de don 
           (2(3— 
       dam pa'i no  bo kho nar 'gyur gyi /kun rdzob pani ma yin 
                  -.3) 
 no/ 
         / de hid kyi phyir kun nas  non  mons pa  dan(4) rnam par 
 byan  ba la sogs pa'i rtags dan / don dam pa'i ran  bin du 
 (6.-  -.6) 
 'brel(5) pa  gan du  yan ma grub pas rjes su dpag pas gnod pa 
                         (7.- -.7) 
 yan mi srid do / 
          / des  spyir  (8)kun nas  non  mons pa la sogs pa rgyu tsam 
 ig  to sgrub na ni grub pa sgrub pa hid yin  te / de kun 
        rdzob pa'i rgyu yin par khas len pa'i phyir ro / 
 (9.-  .-9) 
         / min la ni brtsad pa med  de / /  ciothrdzun pa  yan grags  (12.- 
        par  bsgrubs" pa'i phyir  dan / tshad mas kyan gnod pa'i phyir 
                 -.12) 
       ro / 
                                   (13-.) 
           / 'phags palan kar  gegs pa las                                                                                             (14•• 
P315a / byan chub sems dpa'  duos  po thams cad ran  bin  (  a  ) med                        -.14) 
            do 2es dam bcas par mi bya'o 
 2es bstan pa  gan yin pa de  yan gcig kho nar ran  bin med 
        par dam 'cha'  ba dgag pa yin par  lta ste  /(15) kun rdzob pa'i
        ran  bin khas len pa'i phyir gcig kho na dgag pa ni rigs pa
 (16-.  -.16) °C271b ma °yin no / 
          / de  lta ma yin na  mason sum la sogs pas gnod par  thal bar 
        'gyur ba'i  yan gsal rab la / de  lta bu ran  b2in med pa hid du 
                                                                                         (17.- -.17) 
        sgrub par byed pa'i tshad ma  yan  cull zad  kyan med do / / 
        dam bcas pa tsam gyis kyan 'dod pa'i don 'grub pa ma yin  te
        / thams cad  kyis(") thams cad du 'grub par  thal bar 'gyur 
 (19.-  -.19) 
 ba'i phyir ro / 
          / de  lta  has na don dam pa'i ran  bin dgag par bya'i / spyir 
 (1) N phyiro (2) C obscure (3) N yino (4) PN have  dan 
            after  daft (5) D obscure (6) N rjesu (7) N srido
        (8) D phyir (9) N mede (10) PDN om.  (11) DC bsgrub 
         (12) N phyiro (13) PN  laakar  (14) N medo  (15) N obscure 
 (16) N yino  (17) N medo  0.8) DC kyi  0.9)N phyiro 
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 Stk)CM)c*rdiFEVEX 9 git 
 (1.-  -.1)
        ni ma yin no / 
*D275b / de  has kyan de  Aid las* 
            blo gros chen po  snail ba dan mi  snail  ba'i  mtshan.  Aid yin 
**N304a pa'i phyir /(2) byan chub sems dpa'**  dnos po thams cad 
                             (3.--.3) 
           ran  binmed do2es dam bca' bar  mi  bya'i(4) / /(5) blo 
            gros chen po 'on kyan byan chub sems dpa' chos thams 
            cad sgyu ma  dan rmi lam  dan 'dra'o  2es  bstan(7) par
             bya'o 
 ies  gsuns  te / 
          de la mdo'i don ni snail ba'i mtshan  Aid ni kun rdzob tu'o / / 
        mi  snan ba'i mtshan  Aid ni don dam par ro  2es bya bar  ninon 
        no / 
                                                                                                                        (8.-
            8)           /de'i phyir de ltar regig dam bcas pa'i don mi 'gal  ba yin
          no / 
 (I.  B) / gtan tshigs ma grub pa  Aid du  yan dogs par  mi 
         bya ste / 'di ltar re  gig 
 CI. B.  1)  dnos  po rnams ran las skye bar ni rigs pa ma yin 
P315b  te / ran gi  no  bo yod pa  dal]. med pa bdag  hid kyi  (  b  ) rgyur 
 mi 'thad pa'i(9.phyir ro / 
         /  dnos po'i rgyu ran gi no bo yinn a / yod pa'am med pa  gig 
        yin gran na / re  gig 
 (I. B.  1.1) yod pa ni ma yin  te / de  la  cull zad  kyan byar 
         med pa'i phyir ri 'bigs byed  dan  galls can  bin no / 
         /  gall gi tshe  dnos po'i ran gi  no  bo grub pa de'i tshe  lid 
        na de dan tha  mi dad pa'i phyir  &los  po  yan grub zin pas 
        de las  rgyu'i" bya  ba med de / thug pa med par  thal bar
 (11.-  -.11)         'gyur ba'i phyir ro / 
         /  gal grub na  gall  gig mi 'grub pa de ni de'i ran gi no  bo 
        yin par  yan rigs pa ma yin  te / ha can thal bar 'gyur ba'i
        (1) N yino (2) D C om. (3) N medo (4) P bya'o 
        (5) N om. (6) DC om. (7) PN brtan (8) N yino
        (9) N phyiro (10) PN rgyu yi  (11) N phyiro 
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              t -7 F/'- 7  OD  Sarvadharmanihsvabhavasiddhi  ODTTIV,F5Z(1) 
 (1.-  -.1) 
       phyir ro / 
          / tha dad pa ma yin na  yan rgyu  dan 'bras bu'i  &los por 
        rigs pa ma yin  te / de  gilis kyi rgyu ni tha dad pa yin pa'i
             (2.- -.2) 
       phyir ro / 
          / de  lta ma yin na de'i rgyu med pa'i phyir 'di ni 'bras 
        bu'o 'di ni rgyu'o  2es de'i tha  shad ma 'chol bar 'dogs par mi
°C272a 'gyur gyi / rgyu  dal' 'bras bu°  2es  min btags pa 'ba' 2ig  to 
 'gyur bar zad de /minla ni brtsad pa med do.3) / 
          / ci ste gnas skabs tha dad pa rgyu yin par rtog par byed 
 na / gal  te de  lta na 'o na ni ran gi no bo kho na rgyur mi 
        'grub ste / gnas skabs rnams  dan gnas po tha mi dad pa'i
       phyir ro / 
 *N  304b /** gnas skabs tha dad par khas len na ni de dan 'dra bar 
        gnas  po  yan tha dad par 'gyur  te(4) / / de'i phyir  rna cha 
        gdub kor la sogs pa rgyu'i gnas skabs kyi gser gyi rdzas  kyan 
P316a  las  (5)  g2an kho na yin la / dpun rgyan la sogs pa  (   a  ) 'bras* 
*D276a 
 bu'i gnas skabs kyi yan  g2an kho na yin na / ran gi no bo 
        kho na rgyur ji  liar 'gyur / ci ste gnas po  dan 'dra na ni gnas 
        skabs  griis kyan gcig  pa'i(6) no bor 'gyur  te / / de'i phyir  ries 
        pa  so(7) na 'dug pa kho na yin no / 
          / de  lta ma yin na gnas  po  dan gnas skabs rnams tha dad 
        pa kho nar 'gyur  te / de grub pa  dan bde ba gcig pa mayin 
             (8- -.8) 
        pa'i phyir ro / 
         /  yan tha dad par khas len na ni gnas skabs dag kho na 
                                                                                                        io.") 
        rgyu  dan 'bras bur 'gyur gyi /(9) ran gi no bo ni ma yin no / 
         / de ha  has na no  bo  riid 'dra  ba  g2an  dan  g2an  'byun  has 
                                                                  (ii.--.11) 
        bslus pa ni gser la sogs pa de  riid 'diyin no2es tha  shad 'dogs 
                                                                                          (12.- -.12)
        kyi / de  riid  g2an du 'gyur ba mthon nas ni ma yin no / 
         (1) N phyiro (2) N phyiro (3) N medo (4) P to 
         (5) All om. insert las (6) P N pa (7) PN  bo (8) N phyiro 
         (9) C om. (10) N yino (11) N yino (12) N yino 
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 sauKmmRiirivalro 9  V, 
             / de hid ni  g2an du mi 'gyur  te / de kho na dan  g2an  ni(1) 
                                                                                                                                                           (4...
 phan(2) tshun  spans(3)  te gnas pa'i mtshan hid yin  pa'i phyir                              -.4) 
           ro / 
 (5-.  -.5) 
             / 'di  ltar  duos po'i de kho na ni  yons su gcod pa na  g2an 
            hid rnam par bcad nas(6.yons su gcod la /(7)  g2an hid kyan 
                                                           (9.--.9) 
            de hid rnam par bcad (8> nasyons su)gcod (10> do / 
              / de las bzlog(11) pa'i rnam par ma(12)  bcad na ni de(") 
        (14-. -.14)  (16-  -.16)  (18... 
 yons su  gcod  (15> pa ma yin pa kho nar 'gyur ro  /(17)  gall la 
 gall  gig  yobs su gcod pa  gall rnam par  bcad pa med na med  -18) 
            pa de dag ni de la phan tshun spans  te gnas pa'i mtshan hid 
            yin la /  gall dag phan tshun spans  te gnas pa'i mtshan hid
            yin pa de dag kyan chos can gcig la cig car 'dur mi run  ba
    °C272b ste / dper na lus dan  lus med pa tha dad° pa  lta  bu'o / 
   P316b / de  lta ma yin na thams cad rdzas gcig kho nar  (  b ) 'gyur 
                                                          (--- 
 te / des na  lhan cig skye  ba dan 'jig par  thal bar19.'gyur ro.19)/ 
    **N305a / de**  lta  has na de hid  ggan du 'gyur  ges bya  ba  'dir(20) 
 rmons pa rab
(21-tu man.21)pos  spuns bskyed par zad do /                             .- 
             / g2an  yan yons su 'gyur  ba gig yin na / no  bo  sna ma 
            (22.• -.22)(23.--.23) 
      yons subor•                        nas sam /yons suma  bor(24) nas 'gyur  gran / de 
 b2in du chos dag gam / chos can gig 'gyur  gran.  2es rnam 
            par brtag ste / 
                                              (25.-              d
e la gal teyons su bor nas  2es bya  ba'i phyogs yin na ni 
 de'i(26)  tshe  dims  po ni cha  as med pa yin pa'i phyir sna 
            (1) PN na (2)  P phun  (8) C obscure (4) N phyiro 
             (5) N  yonsu (6) N  yonsu (7) All om. but  mai has /.  Mal 
            P 210a2. D191b2 (8)  P gcad (9) N yonsu  (10)  P bcod 
 (11) PN zlog (12) All om. but  Mal has ma.  Mal p210a2 D191b3 
             cf.  Mal P194a4  D177131 (13) N om. C de de  (14) N  yonsu
               PN  bcad (16) N 'gyuro (17) N has / after / 
              (18) All confused, read according to  Mal  P210a2-3 D191b3. cf  Mal 
 P242b1-2  D219a1,  P1948.4-5  D177131-2, P212a6  D193b1 (19) N 'gyuro 
 (20 PN 'di rab  to  (21) N yonsu  (22) N  yonsu (23) N yonsu 
             (24) D bar  (25) N  yonsu  (26) C obscure 
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 Sarvadharmanibsvabhavasiddhi of5E}Tif5z(1) 
                                                                                                                     (2.- *D276b ma'i no  bo ni bdag*  hid thams cad kyis rnam par gig  ma)  rjes 
                  -.2) 
        su 'gro  ba can gyi  no  bo  hid 'ga'  yan med par 'gyur  ba ga la 
       yod / 
 (3--  -.3)           'on  te  yons su ma bor nas  ges bya ba'i phyogs yin na ni  /(4) 
        de'i tshe gnas skabs 'chol bar 'gyur  te / des na rgan  po la sogs
         pa'i gnas(5) skabs  na'an bus pa la sogs pa'i gnas(6) skabs dmigs              (7-.-7) 
        par'gyur ro / 
         / chos dag kyan 'gyur bar rigs pa ma yin  te / de dag ni de 
 dan tha mi dad pa  hid pas chos can  gyi(S) ran gi no bo  bgin 
        du no  bo gcig pa'i phyir la / chos can yan de  dan tha mi dad
       pa  hid pas chos kyi ran gi no  bo  bgin du skye  ba dan(9)'jig
                                                  (10-. -.10) 
        par  thal bar 'gyur ba'i phyir ro / 
         / de  lta ma yin na chos  clan choscan dag tha dad pa kho 
        nar 'gyur  te / de'i tshe chos  sna ma ni rgyu med pa kho nar
        'jig la /  snon med pa'i chos ni  'byun  has  gan  gig  'byun bar 
        'gyur / tha dad pa yin na chos dan chos can gyi  dims por yan 
P317a rigs pa ma yin  te / ha can  thal  (  a  ) bar 'gyur ba'i phyir ro1)                                       / 
         / chos can  yan 'gyur  ba ma yin  te / de ni khyod kyi lugs
        kyis dus  thams cad du no  bo gcig pa yin pa'i phyir ro / 
          / de  hid  ggan du 'gyur bar mi rigs par yan  snor bsgrubs 
        zin to / 
         /  gganyan gal  te chos can de ran bgin gyis brtan pa yin 
**N305b na / de'i** tshe de ji  itar  ggan du 'gyur / nam mkha' la sogs 
        pa  lta bu no  bo gcig pa ni ran gi no  bo  sna ma ma bor bar
°C273a  ggan du 'gyur °bar rigs pa ma yin  te / mi brtan pa'i no  bo 
                                                   (13.• -.13) 
 hid du  thal bar 'gyur ba'i phyir ro / 
 (14.-  -.14)            'o na mi brtan pa'i bdag hid yin na ni / de'i tshe  g•yo 
        ba'i ran  bgin can yin pas rgyu med par 'jig par 'gyur gyi / de
        (1) PN have / (2) N rjesu (3) N yonsu (4) DC om. 
        (5) P om. (6) P om. (7) N 'gyuro (8) DC ni (9) P has / 
 (10) N phyiro (11) N phyiro (12) N obscure (13) N phyiro 
         (14) C obscure 
                          93
 fiA)*±^Vr/Eff5-tC% 9 It 
                                                                  '
gyur •••1)         phyi mar mi gnas pa'i phyir g2an du ni  migyur ro / 
         / de  lta  has na 'gyur bar smra  ba 'di ni  bzan po ma yin 
        no / 
          /(2) de ha na  cun. zad kyan mi byed pa'i  phyir(3) ran  gi 
                                                                                                                     (4.- 
 bo  yod pa  yan bdag hid kyi rgyu'i  duos por yod pa ma yin                     -.4) 
        no / 
 Cl. B. 1.  2)  / med pa  yan ma yin  te / 
         de  yan nus pa thams cad  dan bral ba'i mtshan hid yin pas 
                                                                   - 
 can zad mi byed pa'i1-phyir ro  / / med pa'i mtshan hid ni 
        'di kho na yin  te / 'di  ltar nus pa thams cad  daft bral ba'o / 
*D277a /  gan  2ig nus pa'i nor ma  lus pa  dan bral  ba * des ji  ltar 
 phan 'dogs par nus  te / phan pa'i rgyu ni nus pa yin pa'i 
 (6.-  -.6) 
       phyir ro / 
          / de  lta has na  grans can la sogs pas  dim po rnams ran 
         (7.- -.7) (8.- -.8) 
        skye bar  yons su brtags pa de rigs pa ma yin no / 
                                            (9.- -.9) 
 [I.  B.  2) /  g2an  lasses  bya  ba'i phyogs kyan rigs pa ma 
          yin  te / 
         'di  liar  g2an las skye bar 'gyur na / 
          (I. B. 2. 1) rtag pa'am  (I. B. 2. 2) mi rtag pa'am / 
 [I. B. 2. 3)  giii ga' am  CI. B. 2.  4.D  gni ga ma 
P317b  (  b  ) yin pa las 'gyur  gran  2es brtag ste / 
          re  gig rtag pa'i  duos po ci  yan med pa'i phyir 
                                                         (lo." lo.-) 
 (I. B. 2. 1) rtag pa las ni ma yin no / 
 (11.-  -.11) 
          / rtag pa'i  &los  po der  yons su brtag na  / 
 (12.-  .-12) 
 CI. B. 2. 1.  1) don byed nus pa  gig la rgyur  yons su brtag 
         ste / dper na g2an dag gis  bdag la sogs pa  bde ba la sogs 
                                  (13.•-.13) 
          pa'i rgyur  yons su brtags pa lta bu  2ig gam 
         (I. B 2. 1. 2)  mi nus pa  2ig pa ste / dperna bye brag  to 
        (1) N 'gyuro (2) PD om. (3) DC have / (4) N yino 
        (5) N phyiro (6) N phyiro (7) N yonsu (8) N yino 
        (9) DC bya'i (10) N yino (11) N  yonsu  (12) N yonsu
 (13) N yonsu 
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 1)  -7  OD Sarvadharmanihsvabhavasiddhi 
           smra  ba rnams kyis nam mkha'  la  sogs pa gsum nus pa med 
 (1.-  -.1) 
          pa kho na la  dfios po  riid du  yobs su brtags pa  lta bu  2ig 
         yin  gran na / 
        de la 
**N306a  (I. B. 2. 1. 1) don byed nus pa  gall yin pa de ni rtag pa** 
          yin par rigs pa ma yin  te / 
          rtag pa ni kun rdzob  tu  yan rim dan cig  sos dag  gis  (2) don 
 (3'" 
        byed pa  mi 'thad pa'i phyir ro / 
          / rgyu nus pa thogs pa med pa yin na  yan res  yan 'bras 
°C273b bu mi skyed par mi 'grub la /  'bras bu rgyu ma  tshan  ba med 
        pa can yin na nam  yan mi skye bar mi 'gyur na /  gat gis na 
             (4.- -.4) 
        rim gyis don bya  ba byed par 'gyur /  g±an dag gis bogs 
        dbyun du med pa ni  bltos(5) pa ci  yak med na /  gan gis na 
 Than cig byed pa'i rkyen la bltos(6) nas res(7) 'ga"bras bu 
                              (8.- -.8) 
        bskyed par mi 'gyur  ro(9)  zes bya bar rigs par 'gyur / 
 g2an  yan bya ba byed pa'i dus na de'i  Than cig byed pa'i 
        rkyen thams cad  rie ba'i ran  132in  gan yin pa de  riid  Thancig 
                                                                      (10.- -.10) 
 byed pa'i rgyu dan bral  ba'i dus su rjes  su 'bran bar 'dod na 
 (11...  -.11) 
        ni de'i tshe de  dah 'brel ba'i ran  bin rjes su 'bran  has nan 
        gyis mgul nas  lcags thag gis dam rab  tu btags pa 'dra bar 'dod
        pa'i dus  bin du rtag  tu  Than cig byed pa'i rkyen rnams  dan 
P318a  ne  ba'i ran  (  a  )  bin du 'gyur  te / de'i phyir  Than cig byed 
 (12.• -.12) 
        pa  dan mi 'bral  ba  hid du 'gyur ro / 
*D277b / 'bras bu  yan  bltos(13) par rigs pa ma yin  te / med* pa'i 
           phyir dper na ri  bon gi rwa  ita bu'o / 
 (14.-
         / de dan 'brel pa'i ran gi no  bo 'thob pa'i phyir  blos  yons  -.14) 
        su brtags(15) pa la  bltos(") nas med pa la  yan  blos rnam par 
        (1) N  yonsu (2) PN gi (3) N phyiro (4)  P ram gis 
        (5) DC  ltos (6) DC  ltos (7)  P re (8) N 'gyuro 
        (9) PN have // N rjesu (11) N rjesu  (12) N 'gyuro 
        (13) DC  ltos (14) N  yonsu  (15) PN btags  0.6) DC  ltos
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 b2ag(1) mod kyi / de  lta na  yan de  mason par 'grub par bya 
       ba la des rgyu nus pa thogs pa med pa  gan yin pa de  hid la
 (4.-  -.4) 
        phan 'dogs par  bltos(2) par bya'i / /(3)  g2an la ni ma yin no / 
          / de'i phyir 'bras bus  rtag(5) par 'dod pa'i  duos  po rtag  to 
       phan 'dogs pa hid du he bar nus pa thogs pa med pa de hid
        bor  nas(6)  g2an la  bltos(7) ci dgos  te /  des  (8) 'di la gnod pa
        byas pa'm /  g2an dag gis 'di la phan btags pa ni cun. zad
                  (9.- .-9) 
 kyan. med do / 
**N306b /  g2an  yan 'bras** bu  Than cig byed pa'i rkyen rnams la 
 bltosm) la ni rag na  /(11) 'on kyan  dban phyug la sogs pa rgyu 
 gall yin pa de nus pa thogs pa med pa yin na go  bltos(12) ci 
        dgos /  gan gis na de skyer  mi  'dod(13)  binu  yan nan  gyis(")
 drans  te skyed par mi byed / de  lta na des bdag hid kyi mthu 
        he bar bstan par 'gyur gyi  /(15)  g2an du ni ma yin no / 
          / de  lta bas na 'bras bu med pa bltos(16) par rigs pa ni(17) ma 
                (18.- .-18) 
        yin no / 
         / yod pa yan ma yin  te / de ni ran gi  no mtha' dag thob 
 (19.• -.19) 
°C274a pa° hid kyis thams cad la re ba med pa'i phyir ro / 
         / gal  te 'di sham du de ghis tha dad pa ma yin pa hid du 
 thal bar 'gyur ba'i phyir 'bras bu rgyu'i chos thams cad kyi 
 (20.• -.20)  (22.• -.22) 
P318b rjes su byed  pa(21) ni ma yin no / / de'i  (  b  ) phyir gdon mi 
                                                                                                    -.23) 
        za bar de  ghis rnam pa 'ga'  2ig gis tha dad par  'gyur ro / 
        / des na  rgyu  (24) rim  can  (25) ma yin pa las kyan 'bras bu rim
        can mi 'gal  ba hid do sham du sems na / 
         de ni rigs pa ma yin  te / kho  bo cag kyan 'bras bu rgyu'i 
        (1) DC  gtag (2) DC  ltos (3) N om. (4) N yino 
        (5) DC rtog N? (6) DC hare / (7) DC  ltos (8) P de 
        (9) N medo (10) DC  ltos (11) DC om.  (12) DC  ltos 
        (13) C 'dod pa (14) N gyi  (15) PN om. (16) DC  ltos
         (17) NC om. (18) N yino (19) N phyiro (20) N rjesu
         (21) PD have pa after pa (22) N yino (23) N 'gyuro
         (24) All om. but add rgyu according to  Mal  P211b1 D192b6 
         (25) All om. but add can according to  Mal  P2111)1 D192b6 
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 (1.-  -.1)  (2.-  -.2)  (3.- 3) 
        chos thams cad kyi rjes su byed do  2es ni mi ger ro / / 'on 
               (4.- -.4) (5.- -.5) 
 kyan re gig gdon mi za bar 'bras bus rgyu la yod pa'i rjes su 
 (6.-  -.6)  'gro ba  dan /  ldog pa'i ni rjes su bya dgos  te / rgyu dan 'bras 
                                                                 (7." -.7) 
        bu'i  duos po'i rgyu ni de tsarn du zad pa'i phyir ro / 
          / 'bras bu 'ga'  yan rgyu rtag par 'dod pa la yod pa'i  ldog 
            -.8) (9.- .-9) 
 pa  rjes  su byed pa ni  med do  / / rtag pa la  ldog pa med 
                    (lo... -.1o) 
        pa'i phyir ro / 
          / de  ha ma yin na  mi(") rtag pa kho nar 'gyur gyi  /(12) rtag 
        pa ni ma yin no / 
          (13.• -.13
1(14.--.14) 
          / rjes su'gro ba'i byed pa'i rjes su byed pa  yan  ma  yin  te / 
                                                                          15-.15) *D278a de  ril gyisfie yanres 'ga' bu mi 'byun ba'i(phyir ro / 
                                                      (16.• -.16417.- 
         / gallgig gall la yod pa'i rjes su'gro ba  dan  ldog pa dag 
                -.17)(18". -.18) 
        gis rjes su mi byed pa de  ni(19) de'i 'bras bur rigs pa ma yin 
                       .. 
 te / ha can  thal bar 'gyur ba'i(20--20)phyir ro/ 
                                                                                                        (21•• 
         21)de  ltar na re gig rtag pas rim gyis don byed par mi nus       / 
       so /
         / cig car  yan ma yin  te / phyis bya ba byed pa'i ran  bgin 
 (22.• -.22) 
        de  lta bu'i rjes su 'bran na 'bras bu skye ba  dan bral bar mi 
 (23.-  -.23) 
        run ba'i phyir  sna ma  bgin no / 
      (24.• -.24)  (25.• -.25) 
**N307a / rjes su mi 'bran na ni de'i** rtag pa  hid hams so / 
          / rim  daft cig car dag las ggan pa gaff gis na c26) don byedpar 
                                                        (27.- -.27)         'gyur ba'i rnam 
pa  gian ni med de / de  griis ni phan tshun 
 (28(28  a•..  28a)  28•) 
 yobs su gcod pa rnam par bcad pa med na med pa hid kyis 
        (1) N rjesu (2) N byedo (3) N  zero (4) PN zar 
        (5) N rjesu (6) N rjesu (7) N phyiro (8) N rjesu
         (9) N medo (10) N phyiro (11) D ni, C ni mi (12)PN om. 
 03) N rjesu  (14) N rjesu  (15) N phyiro  (16) N rjesu 
         (17) All was 'gro ba'i but add  dart  ldog pa dag gis according to  Mal 
           P211b5 D193a2 (18) N rjesu (19) D na (20) N phyiro 
 (20 N nuso (22) N rjesu (23) N  btino (24) N rjesu 
         (25) N  riarnso (26) C om. (27) N mede (28) All confused, read 
            according to  mai P212a6  D193131 cf  Mal  P210a2-3 D191b3,  P242b1-2
 D219a1,  P1940.4-5  D177b1-2 (28a) N  yotis 
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 (2.-  -.2) 
        phan tshun  sports  tem gnas pa'i mtshan hid yin pa'i phyir ro / 
P319a  CI. B. 2. 1. / nus pa ma lus pas  (   a  )  ston pa  dims  po 
        hid du rigs pa  yan ma yin  te /(3) ha can  thal bar 'gyur ba'i
 (4.-  -.4) 
       phyir ro / 
         / de  lta na ni mo  gam gyi bu la sogs pa  yan  dftos po hid 
°C274b du  thal bar 'gyur ro  / / de'i phyir  dnos po med par tha shad° 
        gdags pa'i rgyu ci  yan ma grub pas  dnos po med par cun(6)                                          (7.- -.7) 
        zad  kyah 'grub par mi 'gyur ro / 
          / de ma grub na  dnos  po  yan mi 'grub ste /  de'i(8) mi(9) 
        mthun pa'i phyogs rnam par gcad pa ma grub pa'i phyir ro / 
          / mi mthun pa'i phyogs las ma log pa'i ran  b2in ni can zad
                                             (11.- -.11) 
 kyah ran gi  1io  bo  yons su gcad par mi nus so / 
         / de  lta bas na don byed pa'i nus pa dan  bral ba kho na ri 
                                                 (12.• -.12) 
 bon gi rwa la sogs pa'i  no bo'i mtshan hid yin  la /(13) de las 
                                                                                          (14.- -.14) 
        bzlog pa ni  &los  -po'i mtshan hid do  2es bya bar rigs so / 
          / des na ri  bon gi rwa la sogs pa dan khyad par med parso
        sor brtags pa'i 'gog pa la sogs pa la rtogs pa dan  ldan pa 
         rnams  dnos por tha shad 'dogs par rigs pa ma yin  te / de'i
        rgyu med pa'i phyir ro / 
          / 'di  ltar gal  te so sor brtags pa'i 'gog pa la sogs pa de 'ga' 
        gig gi  ges pa'i  yul du 'gyur na ni / de'i tshe de'i gdon mi za
        bar de'i rgyu'i  dnos por khas  blan(") dgogs  te / rgyu ma yin
        pa la (16)  yul hid med pa'i phyir ro / 
          / rgyu'i khyad par kho na ran gi rnam par 'jog pas rnam 
                                                                  (17-. -.17) (18.- -.18) 
        par  ses pa la phan pa byed pa na yul yin no  2es  gsufis so / 
*D278b / de  lta  ma  (19) yin na ni rtag pa de'i rtag* pa hid hams par 
 **N307b 'gyur  te /  gab. du  yan rim  clan cig car dag  gis(2°)** rgyur 
         (1) All have / (2) N phyiro (3) DC om. (4) N phyir
         (5) N 'gyuro (6) DC  chub (7) N 'gyuro (8) DC de
         (9) PN  min (10) N phyiro (11) N  yonsu (12) PD om. 
 (13) C has / after / (14) N rigso  (15) DC  blabs  (16)DC hare rgyu 
 (17) N yino (18) PN  gsufi no  (19) PN om. (20) D C gi 
                            — 98 —
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        mi run ba'i phyir ro / 
P319b / 'on  te phan mi 'dogs  b2in du  yan rnam par  (  b  )  ses pa'i 
 yul du rtog na ni de'i rnam par  ses pa'i ran  b2in rnam pa 
                              (1.--.1) 
        thams cad durjes su'bran  has de'i rnam par  ges pa  yan de'i 
                                                           (2.- ..         ran132in  dan  'dra bar tag par jes u  'bran ba'i phyir rtag 
                   --. 
         par  thal bar(3.'gyur ro 
 / 
          / rjes su mi 'bran na ni de'i rtag pa hid hams par  thal  ba 
 bzlog dka'o / 
          / 'on  te tha na thams cad mkhen  pa'i thugs kyan run 'ga'i 
 yul gyi  duos por  yan he bar mi 'gro'o  zes  rtog") par byed na 
        / de'i tshe mkhas pa rnams de la  duos por tha shad 'dogs par
        rigs pa ma yin  te / rnam par ses pa(5) der tha shad gdags
                                                    (6.- 
 pa'i rgyu med pa'iphyir ro) / 
         / de ri  bon gi rwa  la sogs pa in  tu med pa las  kyan  gat 
        gis na de las tha dad par bsgrub par bya  ba khyad par  brjod
                   -.7) 
°C275a par bya dgos  te /  dims  po  °med pa las rnam par ma phye 
        ba'i ran  b2in ni  duos po hid du rtogs par mi nus so / 
         / de'i khyad par bdag gi  no  bo 'dzin pa yod do  2es brjod 
        par  yan rigs pa ma yin  te /  dhos po med pa la  yak nus pa 
        thams cad  dan  oral  ba'i mtshan hid kyi bdag gi  no bo 'dzin 
 .-9) 
        pa yod pa'i phyir ro / 
 mo  co)  ggam gyi bu la sogs pa dan khyad par med pa de  lta 
        bu de la yan  duos  po 2es  min du 'dogs na  min la ni brtsad
                          -41) 
        pa med do / 
         / 'on  kyan rtog pa dan  ldan pa don byed pa don du gher 
 has  duos po'i  ran gi ho  bo dpyod par byed pa de dag ni  in 
 tu mi dmigs pa'i rah  bin nus pa thams cad kyis  ston pas mo 
 gam gyi bu la sogs pa dan khyad par med pa de  lta bu de la 
        (1) N rjesu (2) N rjesu (3) N 'gyuro (4) C rtag 
        (5) PN pa'i (6) N phyiro (7) D om. (8) N nuso 
        (9) N phyiro  (10) C ma (11) N medo 
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        tha  sriad gdagspa'i rgyu med pa'i phyir  drios  po rnam par 'jog 
        pa ni legs pa ma yin no  les zer ro / 
P320a / smras pa/  ( a  ) 
         / don byed nus pa ma yin la / /  de(1) don  grier  has dpyad 
       ci phan / 
         / ma nin gzugs  bzan mi  bzan  zes / / 'dod  ldan rnams kyis 
        brtags ci phan / 
         / de  ltar(2) na rtag pa  hid kyis  drios  po ci  yan med pas rtag 
**N308a pa las skye  ba rigs pa** ma yin no / (continued) 
        *F5-to).-00)10-Mt-tc.tZ t VIY:446 
         tzr:43tWARtratteg—toaratticM < SiltE0 t.,±e to
 ('80.12.8) 
        (1) DC de'i (2) P  ldan 
                               —100 —
